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再

び

唐

代

の

郷

に

つ

い

て

ー

望

郷

と

普

老

l

中

村

治

衛

兵

は

し

が

き

さ
き
の
「
唐
代
の
郷
」
と
い
う
論
稿
に
お
い
て
（
鈴
木
俊
教
授
還
麿
記
念
東
洋
史
論
叢
〉

U
U

盛
唐
の
閃
一
冗
天
宝
期
即
ち
八
世
紀
前
半
「
百

一
戸
を
里
と
し

五
里
を
郷
と
す
る
」
郷
制
は
ま
さ
に
五

O
O戸
と
い
う
戸
数
を
単
位
と
し
て
編
成
し
た
地
万
区
劃
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
南

北
を
通
じ
て
各
道
各
州
叫
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
口
そ
れ
か
ら
数
十
年
た
っ
た
一
万
和
初
年

九
世
紀
初
め
に
は

一
郷
五

O
Q戸
を

単
位
と
す
る
編
成
方
針
は
崩
れ

一
郷
平
均
二

O
O戸
位
に
な
っ
た
。
し
か
も
一
窯
十
郷
を
め
や
す
と
す
る
地
方
区
劃
と
し
て
郷
は
な
お
存
し

た
こ
と
同
十
世
紀
後
半
宋
初
に
あ
っ
て
も

郷
は
州
県
の
ド
の
地
方
区
劃
と
し
て
兎
も
角
う
け
つ
が
れ
た
が
、
も
は
や
戸
数
単
位
の
劃
一

的
な
区
割
と
し
て
の
性
的
は
失
っ
て
い
た
乙
と
な
ど
を
明
か
に
し
た
。

即
ち
唐
代
郷
制
が
ど
の

こ
乙
で
は
、
そ
の
際
保
留
し
て
お
い
た
問
題

よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
ζ

と
を
ば
取
り
上
げ
る
。

乙
れ
ま
で
唐
代
の
郷
里
制
に
つ
い
て
は
先
学
の
貴
重
な
労
作
が
存
す
る
が
、
そ

の
な
か
で
特
に
郷
制
に
つ
い
て
は
、
見
解
が
次
の
ご
つ
に
分
れ
て
い
る
。
即
ち
川
郷
に
は
里
の
里
厄
や
村
の
村
正
に
類
す
る
行
政
機
闘
が
唐

初
を
除
い
て
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
の
か
、

同
そ
れ
と
も
郷
に
者
老
・
父
老
が
あ
っ
て
そ
の
役
割
吾
川
市
し
た
の
か
。
本
橋
は
と
の
二
つ
の
考

え
方
に
対
し
て
私
自
ん
を
の
べ
る
も
の
で
あ
り
、
通
典
巻
三
一
二
職
官
十
五

州
郡

F
郷
官
の
条
の
検
討
が
中
心
課
題
と
な
る

（
本
稿
は
昭
和

再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

！
望
郷
と
香
老
｜

（
中
村
）

五



再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

望
郷
と
者
老
｜

〈
中
村
）

」ー，、

四
ト
年
六
月
五
日
の
九
州
史
学
会
春
季
学
術
大
会
の
公
開
講
演
に
お
い
て
口
頭
で
発
表
し
た
）
。

唐
代
の
郷
里
制
に
つ
い
て

開
元
中
（
八
世
紀
前
半
）
編
纂
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
唐
六
典
巻
三
戸
部
員
外
郎
の
条
に
「
百
戸
為
里

皆
有
正

五
里
為
郷

以
司
督
察
（
里
正
兼
課
植
農
桑

催
駆
賦
役
）
四
家
為
鄭

両
京
及
州
県
之
廓
内
分
為
坊

n仇
ド
’

aト
iTau
－サ
l

－

ムハ

x
bノ之川
1
F
・
里
及
村
坊

五
家
為
保
保
有
長

以
相
禁
約
」
と
あ
り
、
仁
井
田
陛
博
士
の
唐
令
拾
遺
で
は
こ
れ
を
開
元
七
年
戸
令
と
比
定
し
て
い
る
。
更
に
詳
し
く
は

徳
宗
の
貞
元
十
七
年
（
八
O
一
）
編
述
し
た
社
佑
の
遇
典
巻
三
食
貨
三
郷
党
の
条
に
は
「
太
唐
令

消
戸
以
百
戸
為
里
五
里
為
郷
四
家
為

郷
五
家
為
保

毎
旦
直
正
一
人
（
若
山
谷
阻
険

聴
随
便
量
置
〉
掌
按
比
戸
口
、
諜
植
農
桑

松
察
非
違

川
恨
駆
賦
役
。

地
遠
人
稀
之
処

在
邑
印
刷
者
為
坊

掌
坊
門
管
鏑
督
察
姦
非

村
別
山
一
阻
村
正
一
人
。
立
（
村
満
百
家
噌
量
一
人

並
免
其
課
役
。
在
岡
野
者
為
村

掌
同
坊
正

其
村
居別
企H i置
ハ j£
不T一
〉人

満

家
者

不
得
別
置
村
正
」
と
あ
り
、
倍
令
拾
遺
は
こ
れ
を
開
元
二
五
年
令
に
比
定
し
て
い

隷
入
大
村

る
右
の
二
条
K
よ
っ
て
「
四
家
を
那
と
し
、
五
家
を
保
と
し
、
百
戸
を
里
と
し
、
五
里
を
郷
と
す
る
」
と
い
っ
た
戸
数
単
位
を
と
る
郷
里
制
に

お
い
て
は
、
里
と
併
行
し
て
衆
落
を
村
と
し
て
認
め
た
乙
と
が

唐
代
の
特
色
の
一
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
緊
落
は
、
右
の
令
の
村
に
関
す

る
規
定
か
ら
十
戸
未
満
の
零
細
な
も
の
か
ら
百
数
十
戸
以
上
陀
達
す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
a

そ
の
ほ
か
右
の
二
つ
の
令
に
お
い

て
里
か
ら
郷
へ
の
戸
数
単
位
の
区
劃
編
成
に
お
い
て
、

一
O
O戸
の
里
に
は
責
任
者
と
し
て
里
正
一
人
が
お
か
れ
た
ζ

と
は
村
正

賦
役
の
催
駆

C
屯
呼
催
都
国
〉
非
違
の
検
察
に
至
る
ま
で 坊
正
と
同

じ
で
あ
り
、
そ
の
任
務
は
上
意
下
達

手
実
の
作
成
か
ら
勧
農

戸
口
調
査

唐
朝

の
統
治
の
末
端
の
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た
。

ζ

の
里
正
K
は
前
条
の
通
典
の
大
唐
令
の
続
き
に
「
前
里
正
県
司
選
勲
官
六
日
間
以
下
2

同
丁

治
平
強
幹
者
充
、
其
次
為
坊
正
。
若
当
里
無
人
、
聴
於
比
郷
里
箆
用
。
其
村
正
取
白
丁
充
。
無
人
処

里
一
此
等
並
通
取
十
八
以
上
中
男
残
疾

等
充
」
と
あ
る
よ
う
に
、
県
官
が
選
ぶ
の
に
六
口
間
以
下
の
白
丁
（
二
十
才
｜
五
九
才
の
健
全
な
男
子
）
を
も
っ
て
あ
て
る
の
が
原
別
で
あ
る



が

（
そ
の
人
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
十
八
才
以
上
の
中
男
や
一
本
具
者
を
と
っ
て
あ
て
て
も
よ
い
乙
と
に
な
っ
て
い
た
ほ
か
）
、
あ
る
里
内

（一

O
（
い
一
円
の
う
ち
）
に
適
当
な
人
が
い
な
い
と
き
に
は
、
隣
り
の
里
の
人
を
も
っ
て
あ
て
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

つ
ま
り
里
正
の

選
出
は
特
い
え
の
間
住
医
劃
内
に
限
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
e

さ
ら
に
注
目
に
価
す
る
の
は
、
寸
世
紀
後
半
宋
初
編
纂
さ
れ
た
踏
会
要

巻
六
九
市
．
簿
附
に
「
開
元
卜
六
年
五
月
二
イ
五
日
勅
州
府
及
県
倉
督
・
府
司
佐
史
・
県
録
事
・
里
正
等
、
若
有
景
行
明
閑
案
服
任
経
十

年
不
利
制
限
」
（
国
学
廿
柄
本
能
川
品
川
本
）
と
あ
る
よ
う
に
、

一
年
交
替
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
仕
事
の
よ
く
で
き
る
も
の
は
十
年
も
ひ

き
続
い
て
助
め
さ
せ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
点
は
、
後
世
の
戸
数
単
位
の
区
割
編
成

l
た
と
え
ば
宋
の
保

甲
法
川
の
思
巾
制
消
の
保
叩
制
ー
に
は
み
ら
れ
な
い
特
徴
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
乙
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
上
述
の
令
に
お
い
て
、
郷
に
つ
い
て
は
た
だ
「
五
里
を
郷
と
為
す
」
と
あ
る
だ
け
で
、
旦
の
責
任
者

で
あ
る
閉
訂
正
．
に
あ
た
る
郷
の
郷
爪
と
い
っ
た
も
の
を
お
く
規
定
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
開
元
二
五
年
戸
令
と
同
じ
年
の
作
と
さ
れ
る
故

庸
律
疏
議
で
は
巻
一
コ
一
戸
焔
巻
一
六
控
興
巻
二
十
賊
資
巻
二
四
闘
訟
巻
二
五
詐
偽
巻
二
八
捕
亡
巻
三
十
断
獄
の
諸
作
の
な
か
で

里
正
の
職
務
違
反
に
対
す
る
別
則
を
ば
細
か
く
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
郷
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
に
巻
二
十
賊
滋
律
「
諸
部
内
有
一
人
為
浴

及
容
止
浴
者

里
一
此
答
五
十
」
の
疏
議
に
白
く
「
部
内
と
は
州
県
郷
里
所
管
之
内
を
調
う
」
と
あ
り
、

つ
づ
い
て
「
百
姓
一
人
盗
を
為
す
も
の

及
ぴ
浴
を
容
止
す
る
者
行
れ
ば
と
は
、
外
盗
の
境
に
入
り
て
部
す
る
所
容
止
す
れ
ば
、
管
す
る
所
の
里
正

答
五
十
を
調
う
」
と
あ
る
。
か
り

に
里
の
思
・
K
に
あ
た
る
よ
う
な
郷
の
郷
正
と
い
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
唐
律
疏
議
の
中
に
出
て
く
る
の
が
当
然
と
思
わ
れ
る
の
に

全
く
そ
れ
ら
し
い
も
の
は
み
え
な
い
。
さ
ら
に
敦
爆
発
見
の
開
元
戸
部
格
断
簡
に
お
い
て
も

に
及
ん
で
い
る
の
に
、
郷
に
つ
い
て
は
何
も
い
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
唐
の
盛
時

私
鋳
銭
の
罰
則
が
隣
保
里
正
坊
正
村
正

開
元
年
間
の

令

格

律

の

な

か

に

郷

の

郷

正

と
か
郷
長
に
類
す
る
も
の
が
み
え
な
い
の
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
対
す
る
最
も
素
直
で
割
切
っ
た
解
釈
は
、
郷
正
や
郷
長
と
い
っ
た
も
の
は
郷
に
お
か
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
開
元
年
間
の
令

律

格

一
内
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

ー
望
郷
と
者
老
｜

（
中
村
）

七



再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

ー
望
郷
と
脅
者
｜

（
中
村
）

｝＼ 

に
は
み
え
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
ま
た
一
歩
を
譲
っ
て
考
え
る
と
、
か
り
に
郷
の
郷
正
や
郷
長
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は
律
令

格
で
問
題
と
す
る
よ
う
な
罰
則
を
伴
う
よ
う
な
仕
事
即
ち
王
朝
の
統
治
に
関
す
る
業
務
を
行
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

と
解
釈
す
る
乙
と
も
で
き
よ
う
。

と
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
問
題
忙
な
る
の
は
、
社
佑
の
涌
典
の
上
掲
じ
た
の
と
は
別
の
筒
所

の
条
に
み
え
る
郷
里
制
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
次
に
そ
の
全
文
を
か
か
げ
て
検
討
す
る
と
と
と
す
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
本
条
は
次
の
五
つ

巻
コ
二
二
附
判
官
十
五
州
郡
下

郷
｛
円

の
段
落
に
分
け
ら
れ
る
。

－

大

唐

凡
百
戸
為
一
里

五
呈
為
郷

里
置
正
一
人

2 

郷
置
者
老
一
人

県
補
之
亦
日
父
老

以
者
年
平
語
者

3

貞
観
九
年
士
公
一
一
五
〉
毎
郷
田
直
長
一
人
・
佐
二
人
宅
十
五
年
省
。

4

川
太
極
元
年
（
七
一
二
）
初
令
老
人
年
九
十
以
上
板
授
ド
州
刺
史
・
朱
衣
執
象
務
。
八
十
以
上
板
授
と
州
司
馬
・
禄
衣
執
木
第

判
天
宝
セ
載
（
七
四
八
〉
訂
父
老
六
十

収
授
本
県
示
、
七
十
以
上
授
県
令
。引寺
一
丁
李
白
至
徳
之
後
民
貧
駕
凡
天
下
水
除
駅

I
J
f
f
2
一
巴
不
棋
命
遂
以
官
司
掌
一
千
五
百
八
十
七

乙
の
最
后
の
第
五
段
は
駅
館
に
関
す
る
記
事
で
あ
り
、

k
の
四
段
と
は
異
っ
て
い
る
乙
と
は
明
か
で
あ
る
。

5 

里

其
非
通
途
大

置

一

駅

駅

名

有

将

路
則
臼
館

以
州
恩
宮
強
之
家
主
之

と
乙
で
は
ζ

の
記
事
は
と
り
あ

げ
な
い
が
、
し
か
し
と
の
よ
う
な
記
事
を
郷
官
の
条
の
一
つ
と
し
て
通
典
が
採
録
し
て
い
る
と
い
う
乙
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

な
お
情
代
の
史
料
は
い
く
つ
か
の
年
代
を
異
に
し
て
編
纂
さ
れ
た
文
献
に
重
複
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
の
が
通
例
な
の
で
、

ζ

の
通
典
の
記

事
も
そ
う
し
た
点
か
ら
検
討
す
る
乙
と
と
す
る
。
わ
か
り
易
く
時
代
の
史
料
を
ば
、
成
立
年
代
の
順
序
に
従
っ
て
表
示
す
る
と
、
次
の
如
く
で

あ
る
。
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平
興
国
八

即
ち
唐
朝
史
研
究
の
材
料
の
う
ち
、
そ
の
当
時
皆
代
に
で
き
た
も
の
は
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僅
か
に
唐
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六
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一O
七
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一O
八
四

一
八
一
四

あ
り
、
あ
と
は
五
代
後
置

卜
世
紀
半
に
編
集
さ
れ
た
旧
唐
書
の
ほ
か
、
多
く
の
も
の
は
北
宋
中
頃
ま
で
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
十
世

元
和
郡
県
図
志
の
四
つ
で

ニ
O
O巻

文

苑

英

華

一
級
照
三

紀
後
半
十
一
世
紀
初
卜
一
世
紀
後
半
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
し
か
も
乙
れ
ら
の
も
の
は
内
容
か
ら
み
る
と
法
律
制
度
歴
史
地

一0
0
0巻

冊

府

元

亀

一0
0
0巻

大
中
祥
符
六

理

総
集
な
ど
に
分
れ
て
い
る
が
、
そ
の
史
料
の
性
質
は
、
店
律
疏
議
、
唐
大
詔
令
集
を
除
い
て
、
日
本
や
欧
州
の
中
世
に
あ
る
よ
う
な
純
然

新

暦

害

二
二
主
巻

嘉
佑
五

と
し
た
古
女
書
集
で
は
な
く
、
何
れ
も
多
少
の
差
は
あ
れ
、
原
史
料
を
適
当
に
筆
削
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
写
本
で
今

底

大

詔

令

集

一三
O
巻

問
山
箆
J

三

資

治

通

鑑

元
臨
忠
七

唐
文
ハ
岨
巴
一

0
0
0巻

廷
闘
腹
十
九

全

日
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
は
な
く
、
す
べ
て
が
木
版
印
刷
本
で
あ
り
、
最
も
古
い
も
の
で
北
宋
版
、

つ
い
で
南
宋
版
で
あ
る
。
従
っ
て
版
木
を
ほ

っ
た
際
の
年
代
は
、
何
れ
の
史
料
も
ほ
ぼ
似
た
り
よ
っ
た
り
の
年
代
と
い
う
乙
と
と
な
る
。
さ
ら
に
宋
代
に
で
き
た
数
種
の
も
の
は
、
た
と
え

ぱ
年
代
順
に
縦
列
し
て
あ
る
記
事
を
事
項
別
に
再
分
類
し
た
も
の
（
唐
会
要
）
、
文
書
の
形
式
か
ら
分
類
す
る
一
方
、
多
く
の
も
の
を
蒐
集
し

た
も
の
（
唐
L

人
詔
令
集
・
文
苑
英
輩
〉
個
人
の
伝
記
に
特
異
な
こ
と
と
し
て
採
録
し
た
記
事
を
人
聞
の
行
為
の
様
式
別
に
再
分
類
し
た
も
の

〈
冊
府
元
亀
）
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
際
に
若
干
の
新
し
い
史
実
な
り
文
書
を
増
補
し
た
り
簡
略
に
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て
｜
望
郷
と
費
老

l
（
中
村
〉

つ
ま
り
異
っ
た

7L 



再
ぴ
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

－
望
郷
と
者
老
｜

（
中
村
）

因。

目
的
に
よ
り
、
違
っ
た
人
々
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
宋
代
に
で
き
た
こ
れ
ら
の
も
の
は
お
互
い
に
軍
複
し
合
っ
て
い
る
。

と
の
よ
う
に
陪
朝
史
研
究
の
史
料
は
円
山
紀
陀
わ
た
る
幅
を
も
っ
て
い
る
が
、

一
字
一
旬
の
微
妙
な
違
い
と
い
う
点
に
な
る
と
、
そ
れ
が
ど
乙

ま
で
刊
本
に
反
映
し
て
い
る
か
と
い
う
乙
と
は
、
か
な
り
燥
し
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

き
て
、
上
掲
の
通
山
県
の
記
事
を
円
代
の
こ
と
を
し
る
し
た
他
の
書
物
に
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
ー
の
記
事
は
、
通
血
（
の
仙
の
鋼
所

巻
三
食
賃
三
郷
党
に
み
え
る
ば
か
り
か
、
そ
れ
よ
り
前
に
で
き
た
店
六
典
巻
三
戸
部
員
外
郎
の
条
に
も
み
え
る
。
次
に
問
題
の

2
の
記
事
は
あ

と
に
ま
わ
し
、

3
の
記
事
は
旧
情
書
巻
三
太
宗
本
紀
の
点
観
九
年
一
一
一
月
壬
午
の
条
に
「
毎
郷
置
長
一
人
・
佐
二
人
」
ま
た
十
五
年
十
一
月
壬
成

の
条
に
「
出
郷
長
」
と
い
う
符
合
す
る
も
の
が
あ
る
。

4
の
川
の
記
事
は

旧
店
芳
巻
七
容
宗
本
紀
「
景
雲
三
年
五
月
己
丑
大
赦
天
下
改

元
為
太
概
：
・
・
特
叫
老
人
九
十
日
上

緋
杉
正
イ
務
、
八
十
巳
上
緑
桜
木
筋
」
と
あ
る
が
、
さ
ら
に
詳
し
く
通
典
の
記
事
に
符
合
す
る
の
は
冊
府

元
亀
巻
五
五
倍
壬
部

持
老
の
条
陀
み
え
る
容
宗

太
傾
元
年
正
月
「
籍
聞
大
赦

賜
老
人
九
十
以
上
板
綬
下
州
刺
史
緋
杉
牙
第
八
十

以
上
板
抗
日
上
州
司
馬

緑
杉
木
初
」
で
あ
る
。

乙
れ
が
新
唐
詩
巻
五
議
宗
本
紀
で
は
「
先
天
元
年
疋
月
己
升
一

大
赦

改
元
日
太
極
・
・
・
・
・
・
版
授

九
十
以
上
下
州
刺
史

八
十
以
上
上
州
司
馬
」
と
符
略
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
事
は
八
十
以
上
の
老
人
に
緑
色
の
杉
（
単
衣
〉
と
木
坊

そ
れ

に
名
目
だ
け
の
上
州
可
馬
の
官
職
を
あ
た
え
、
九
十
以
上
の
老
人
に
は
緋
（
あ
か
〉
色
の
杉
と
象
牙
の
初

そ
れ
に
名
目
だ
け
の
下
州
刺
史
を

あ
た
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
家
父
長
的
権
威
の
維
持
と
む
す
び
つ
い
た
唐
朝
の
養
老
の
政
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

4
の
糾
天
主
七
載
の
詔

に
つ
い
て
は
同
時
書
に
は
み
え
な
い
が
、
冊
府
一
月
包
巻
五

O
帝
王
部
養
老
の
条
に
は
「
天
宝
七
載
五
月
加
尊
号

詔
京
城
父
老

各
賜
物

十
毘
七
十
以
上
板
授
本
県
令
其
妻
板
筏
県
君

六
十
以
上
板
掩
木
県
茂
。
」
（
天
下
侍
老
百
歳
以
上
板
段
下
郡
太
守

婦
人
板
授
郡

紀
天,....., 
.:Ir. 

七
載
五
月
壬板
午授
政上
ま7郡
た司
唐馬
大
詔
令
集
巻
九

品目、

h
し
L
1
孔ト」

コ『
A
4

－d
ノ－，
E
L’h

一

婦
人
板
授
県
君

八
十
以
上

板
授
県
令

何
賜
一
拘
崎
地
）
と
あ
り
、
新
唐
書
巻
五
玄
宗

天
宝
七
載
冊
尊
号
赦
に
も
み
え
る
e

通
典
で
は
天
下
侍
老
百
歳
以

婦
人
板
授
郷
君

帝
王
冊
尊
号
赦
上

下
砂
防
省
略
し
て
い
る
が
、
乙
の
と
き
の
仮
職
の
授
与
で
は

京
城
の
父
老
と
天
下
の
侍
老
と
を
別
扱
い
に
し
、
後
者
は
八
十
才
以
上
な
の
に
、



前
者
は
し
八
十
才
以
上
を
対
象
と
し
、
県
令
の
仮
職
の
捜
与
で
は
八
十
才
以
上
と
七
十
才
以
上
と
い
う
十
才
の
ひ
ら
き
が
あ
り
、
京
城
の
父
老
が

お
9

別
格
で
優
待
さ
れ
て
い
る
。
唐
代
の

J
中
制
に
よ
る
と
、
男
子
！
丁
は
六
十
才
に
な
る
と
老
男
に
編
入
さ
れ
、
兵
役
と
雑
倦
を
免
除
さ
れ
る
と

と
と
な
っ
て
お
り
、
唐
令
の
規
定
に
よ
る
老
と
は
六
十
才
以
上
脅
さ
す
。

い
ま
京
城
（
長
安
）
の
父
老
が
六
十
才
以
上
を
き
し
て
い
る
の
は

唐
令
に
合
す
る
。
し
か
じ
養
老
の
制
で
は
、
上
の
二
例
の
よ
う
に
だ
い
た
い
八
十
才
以
上

1
老
人
侍
老
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
が
通
例
の
よ
う

で
あ
る
。
侍
老
と
は
侍
［
を
支
給
さ
れ
た
老
人
を
さ
し
、
恐
ら
く
い
れ
観
十
一
年
（
六
三
七
）
二
月
乙
丑
「
給
民
百
才
以
上
侍
五
人
」
と
あ
る
の

に
由
来
し
（

mv川
一
瓜
亀
巻
冗
五
併
工
L

部
義
名
・
新
底
書
巻
一
一
〉
、
西
村
元
佑
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
通
血
（
巻
七
食
貨
了
中
に
み
え
る
天

に
な
っ
て
い
た
。

百
才
以
上
に
は
正
人
の
侍
了
を
給
す
る
乙
と

の
ち
天
乍
八
械
に
は
侍
丁
を
給
す
る
年
令
が
七
五
才
以
上
に
引
下
げ
ら
れ
た
。
侍
丁
に
は
原
則
と
し
て
子
孫

宝
一
一
一
戟
（
七
四
凶
〉

の
制
で
は
、

八

C
才
以
上
と
篤
疾
と
に
は
一
人
、
九

O
才
以
上
に
は
二
人

（
家
内
の
中

男
〉
が
あ
た
り
、
な
け
れ
ば
近
裁
者
が
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
今
み
て
き
た
諸
老
の
制
に
お
け
る
（
京
城
）
父
老
は
、
本
稿
で
問
題
と

し
て
い
る
第
一
一
段
目
の
郷
の
父
者
と
関
連
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

い
よ
い
よ
問
題
の
第
2
段
の
記
引
の
検
討
に
入
る
と
、
こ
れ
に
符
合
す
る
も
の
は
唐
六
典

旧
唐
醤
ば
か
り
か
、
文
苑
英
北
京

新

店

番

唐

大
詔
令
集

資
治
通
鑑
に
も
み
え
な
い
。
た
だ
わ
ず
か
に
乙
の
記
事
に
似
た
も
の
が
、
ト
一
世
紀
初
め
編
纂
の
冊
目
肘
元
伯
開
巻
七
O
一

五
代
因
之
」
と
み
え
る
だ
け
で
あ
る
。
冊
府
一
川
亀
の
陪
代

令
長
部

総
序
の
店
制
の
条
の
求
に
「
統
内
庁
一
円
為
里

里
置
正

ナ
九
里
為
郷

郷
置
者
老

研
究
資
料
と
し
て
の
価
仙
の
一
は
年
月
を
記
し
で
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
乙
ζ

で
は
肝
心
の
年
月
は
記
し
て
な
い
し
、
ま
た
令
長
部
の
総
序
以

外

選

任

褒

異

公
正
以
ド
貧
患
に
．
宇
一
る
二
一
項
の
中
に
も
み
あ
た
ら
な
い
。

そ
乙
で
と
の
冊
府
元
亀
の
記
事
は
、
通
典
と
は
別
の
史
料
源

か
ち
ひ
き
出
さ
れ
た
と
み
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
総
序
と
い
う
こ
と
で
二
世
紀
も
前
に
編
纂
さ
れ
た
通
典
の
問
題
の
第
2
段
の
記
事
を
借
用
し
、

こ
れ
を
符
略
し
て
で
き
た
志
の
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
問
題
の
策
2
段
の
記
事
は
全
く
苅
典
独
自
の

も
の
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
記
事
は
一
体
何
時
の
こ
と
な
の
か
そ
れ
も
は
っ
き
り
し
な
い
ζ

と
と
な
る
。

同
ぴ
唐
代
の
郷
に
つ
い
て
1

切
ド
一
郷
と
者
老

（
中
村
）

四



再
ぴ
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

ー
望
郷
と
者
老
｜

（
中
村
）

四

と
と
ろ
で
通
典
の
郷
日
の
条
の
第
1
、
2
、
3
、
4
段
の
記
事
が
か
り
に
年
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
仮
定
す
る
と
。
第
2
段
の
記

事
は
第
3
段
の
点
観
九
年

（
六
一
二
五
〉

以
前
の
時
初
の
と
と
と
な
ろ
。
た
と
え

そ
う
だ
と
し
て
も

郷
に
お
か
れ
た
脅
老
な
り
父
老
が
ど
の

そ
こ
で
第
3
段
の
郷
に
お
い
た
郷
長
・
佐
に
つ
い
て
険
討
し
て
み
る
。

旧
唐
書
と
も
に
何
も
仕
事
の
と
と
は
記
し
て
い
な
い
が
、
か
つ
て
杉
本
苦
海
氏
が
考
察
さ
れ
た
よ
う
に
、
陪
の
と
き
五
百
家
に
郷
正
が
お
か

よ
う
な
仕
事
を
し
た
の
か
は
わ
か
ら
伝
い
。

ζ

れ
に
つ
い
て
も
辺
地
（

れ
、
百
家
に
お
い
た
里
長
と
と
も
に
一
戸
口
↓
品
査
の
任
務
に
あ
た
っ
た
ほ
か
、
裁
判
を
も
行
う
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
こ
の
陥
の
郷

旧
陪
審
巻
六
五
日
U
M
倹
伝
に

2
1
 

二
七
）
に
郷
正
に
あ
て
ら
れ
た
ζ

と
が
み
え
る
し
、
ま
た
旧
店
主
門
科
四
冗
輿
服
志
に
引
く
武
徳
の
衣
服
令
の
な
か
に
州
県
の
佐
由
人

v
t
H
h
i
v
 

ら
ん
で
郷
正
が
み
え
る
。
そ
こ
で
第
3
4肢
の
点
観
九
年
K
お
い
た
郷
長
・
佐
と
い
う
の
は
、
名
称
か
ら
み
て
も
と
の
郷
正
の
後
身
も
し
く
は
改

正
が
唐
初
に
ひ
き
つ
が
れ
て
い
た
と
と
は

萄
人
朱
桃
が
武
紘
一
一
一
年
よ
り
内
一
観
元
年
に
至
る
迄
の
間
ハ
ム
ハ
二
O
｜

里
正
と
な

つ
ま
り
隔
の
郷
正
・
星
長
が
唐
の
郷
長
・
旦
正
と
い
う
よ
う
に
正
・
長
の
語
が
上
下
入
れ
か
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
み

称
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

E
S
 

て
よ
い
。
そ
し
て
貞
観
中
に
郷
長
が
い
た
と
と
を
示
す
も
の
と
し
て

集
古
録
巻
五
ハ
ま
た
山
右
金
一
れ
志
巻
一
一
一
〉
貞
観
中
著
作
郎
李
僚
間
の
泰

州
龍
門
令
息
甫
忠
碑
が
あ
り
、
そ
の
碑
後
の
人
名
を
列
レ
た
肩
書
の
な
か
に
録
事

里
J巳

県
博
士
助
教
佐
史
と
と
も
に
郷
長
郷
を
の

名
が
み
え
る
し
、
高
宗
の
湖
底
一
一
一
年

（
六
五
八
）

こ
れ
は
貞
観
十
五
年
郷
長
を
廃
止
し
て
よ
り
十
数
年
の
ち
の
と
と
で
あ
る
が
、
信
日
法
寺
弥
陀

階
象
碑
の
な
か
に
「
前
郷
ド
白
馬
師

l
」
が
み
え
る
ハ
常
山
点
訂
志
巻
阿
〉
。

上
述
し
た
乙
と
か
ら
少
く
と
も
陪
初
1

武
徳
一
冗
年
よ
り
点
観
十
γ
九
年
に
至
る
間
企
ハ
一
八
i
問
一
〉
百
一
円
の
恩
に
里
正
が
い
た
ば
か
り
か
五

里
五
百
戸
の
郷
に
も
郷
．
K
も
し
く
は
郷
長
・
佐
が
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

そ
の
任
務
は
、
階
代
以
米
郷
里
制
が
担
当
し
て
い
た
事
柄
と

郷
内
各
里
聞
の
調
強
及
び
統
率
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
う
し
て
第
3
段
の
郷
長
・
佐
の
記
事
が
郷
爪
の
後
身
を
示
す
も
の
だ
と
す
る
と
、
通
典
の

問
題
の
第
2
段
の
脅
老
（
父
芯
）
の
記
事
は
、

そ
の
ま
ま
第
3
段
に
接
続
す
る
と
考
え
る
と
と
、
即
ち
出
初
者
老
な
い
し
父
老
と
い
わ
れ
た
も

の
が
、

の
ち
貞
観
九

i
十
五
年
間
郷
長
・
佐
と
よ
ば
れ
た
と
解
釈
す
る
の
は

か
な
り
無
理
な
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
第
2
段
の
者
老



－
Q
〈
老
と
郷
長
・
佐
と
は
、
別
の
系
統
に
属
す
る
二
つ
の
事
柄
で
あ
る
と
し
た
方
が
よ
く
、
さ
き
に
検
討
し
た
第
4
段
の
記
事
の
乙
と
を
考
え

る
と
、
ど
う
も
第
2
段
は
ひ
し
ろ
第
4
院
と
関
連
を
有
す
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
て
く
る
。
但
し
第
2
段
の
記
事
が
年
代
を
明
記
し

て
い
な
い
こ
と
が
問
題
そ
し
人
今
、
附
惜
し
く
す
る

次
に
唐
代
に
お
け
る
養
去
の
制
度
に
お
け
る
父
老
・
老
百
老
そ
検
討
し
て
み
よ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
前
文
で
も
若
干
ふ
れ
た
が
、
時
代
一
一
般

に
養
老
の
制
と
は
天
子
の
即
位

大
赦
ハ
籍
回

南
郊
上
尊
号
）

改
元
巡
幸
猟
講
武
な
ど
の
国
家
の
慶
事
に
際
し
、
天
子
が
民

ハ
百
姓
）
年
八
十
才
以
ト
．
九

l
才
以

k

百
才
以
上
の
者
K
汁
し
て

（
七
十
才
以
上
の
こ
と
も
あ
る
が
少
く
、
六
十
才
以
上
と
い
う
の
は
稀

れ
で
あ
る
u

、
粟
白
巾
（
名
く
の
川
合
）
ま
た
は
菜
、
米
、
吊
、
制
、
綿
、
ゃ
い
γ
問
、
阪
袋
粟
向
巾
、
物
な
ど
を
賜
与
し
（
さ
ら
に
侍
老
の
如
く
侍

γ

を
給
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
が
〉
、
時
と
し
て
名
目
だ
け
の
ん
い
臓
を
、
た
と
え
ば
百
才
以
上
に
は
郡
太
守
色
し
く
は
下
州
刺
史
、
婦
人

κは
部

君
、
九
十
土
以
上
に
司
馬
あ
る
い
は
上
佐
、
婦
人
に
県
京
、
八

l
才
以
上
に
県
令
、
婦
人
に
郷
君
を
授
与
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
よ
う
に
妥

老
の
見
地
か
ら

天
子
よ
り
胤
十
点
的
に
物
な
り
官
織
を
与
え
ら
れ
て
一
一
穫
の
身
分
乃
至
は
特
殊
の
地
位
を
も
っ
老
人
（
高
年

有
年
の
も
の
〉

を
ば
父
老
、
侍
老
、
者
老
、
者
同
ぃ
冷
ど
よ
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う

い
ま
旧
白
書
と
新
開
警
の
本
紀
な
ら
ひ
に
間
山
刑
一
死
亀
巻
五
五
悦

γ
7
4義
老
の
条
に
み
え
る
議
老
関
係
の
事
項
を
ば
、
所
初
、
玄
宗
判
、
支
出
人

の
乱
以
後
ぽ
末
に
至
る
迄
の
－
－
別
に
ト
人
別
し
て
一
不
す
と
た
表
の
如
く
に
な
る
。
こ
の
表
は
旧
情
書

新
情
書
冊
府
元
飽
に
そ
れ
ぞ
れ
み
加
え
る

護
老
の
事
同
引
を
一
つ
一
つ
数
え
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
間
府
一
五
亀
の
う
ち
で
旧
新
唐
舎
と
宅
復
し
て
い
る
も
の
は
什
一
一
．
例
に
の
ぼ
る
。
そ

し
て
新
時
唯
一
同
の
議
老
関
係
の
記
載
は
旧
陪
書
よ
り
詳
し
く
、
キ
己
ら

κ冊
府
元
亀
は
よ
り
網
終
的
で
あ
る

養
老
の
制
は
玄
宗
朝
一
一
代
が
仙
の
同
期
と
比
べ
て
最
も
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
、

そ
の
頃
は
養
老
の
制
の
対
象
と
な
る
老
人
を
ば
侍
老
と

よ
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
と
と
、
ま
た
店
判
よ
り
唐
末
に
盃
る
ま
で
を
通
じ
て
最
も
一
般
的
陀
行
わ
れ
た
の
は
父
老
の
語
で
あ
っ
た
ζ

と
が
わ
か

再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

l
望
郷
と
脅
老
｜

（
中
村
）

pq 
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び
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代
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つ
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高

年

有

年

故

老

父
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老

人
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老

者

老
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四

安

史

の

乱

以

後

一

計

一

罰則
E
F
i
J劃
到

E
F
E合

る
し
、
者
日
老
・
者
寿
の
語
は
と
乙
で
は
安
史
の
乱
以
後
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
父
老

害
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二
八。四一六同

侍
老
者
国
老
老
日
寿
の
語
は
そ
れ
ぞ
れ
計
千
の
巡
っ
た

語
意
を
A
，u
み
乍
ら
、
時
と
し
て
川
知
の
認
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
乙
れ
ら
の
語
が
か
き
わ
け
で
用
い
ら
れ
て
い
る
例
を
あ
げ
る
と
、
前

0 ' I 1-- I 

凶「

l
l』
B
E
B
E
E

－－‘、

－一一二

述
の
通
山
県
の
榔
官
の
条
の
第
問
一
段
の
制
に
み
え
る
よ
う
に
京
城
の
父
老
と
天
下
の
侍
老
と
に
か
き
わ
け
で
い
る
し
、
間
山
川
元
亀

追
老
の
項
中



粛
宗
の
至
徳
元
年
の
条
に
「
即
位
於
霊
式
、
詔
日
天
ド
者
寿
各
賜
物
五
段

侍
老
板
授
太
守
県
令
仙
各
賜
物
五
段
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
下

脅
寿
と
侍
老
と
を
わ
け
て
い
る
例
が
あ
る
。
し
か
し
ま
た
一
方
に
は
そ
う
で
な
い
事
例
も
あ
る
。

た
と
え
ば
冊
府
元
亀
巻
瓦
五
帝
王
部

長
老

玄
京
の
開
元
十
一
年
正
月
の
条
に
「
太
原
府
父
老
八
十
以
上
」
と
あ
る
の
が
、
新
唐
書
巻
五
で
は
「
侍
老
八
十
以
上
」
と
あ
り
、
ま
た
冊
府
元

む
の
漏
宗
主
徳
一
一
年
十
一
月
の
赦
の
詔
に
「
天
ド
侍
老
八
十
以
上
」
と
あ
る
の
が
、
新
唐
警
で
は
「
父
老
八
十
以

k
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
円
同
じ
冊
山
川
元
亀
の
な
か
で
も

巻
五
五
帝
王
部

護
老
の
項

天
宝
元
年
正
月
改
元
の
詔
に
「
じ
人
ド
侍
老
」
と
あ
る
の
が
、
巻
八
一
O
帝
王
部

慶
賜
の
同
条
で
は
「
者
老
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
倍
大
詔
令
集
巻
六
九
典
礼
三
南
郊
三

広
徳
二
年
南
郊
赦
で
は
「
天
下
侍
老
九
十
以

ヒ
」
と
あ
る
の
が
、
余
惜
し
焚
巻
四
九
代
宗
の
雨
郊
赦
交
で
は
「
天
下
書
老
九
十
以

t
」
と
な
っ
て
い
る
。
h

父
苑
英
撃
巻
山
二
二
紋
壮
一
日
三
尊
号
赦

書

開
元
二
七
年
冊
尊
号
大
赦
天

F
制
に
「
天
下
者
老
」
と
あ
る
の
が
、
冊
府
元
亀
巻
五
fn．
帝
王
郎

禿
老
の
同
年
の
条
と
間
大
ぷ
令
集
巻

九
問
一
克
二
七
年
間
尊
号
赦
は
と
も
に
「
天
ド
侍
老
」
と
な
っ
で
い
る
。

つ
ま
り
父
老

1
侍
老

侍
老

l
古
老
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
久
老

イ寺
老

嘗
老
は
同
類
の
活
と
し
て
取
扱
わ
れ
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
老
田
寿
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
佼
わ
れ
な
い
譜
の
よ
う
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
官
会
嬰
巻
五
九
戸
部
員
外
郎
の
条
に
「
天
宝
十
一
一
誠

諸
郡
伊
〈
老
宜
改
為
者
寿
」
と
あ
る
よ
う
に
父
老
の
改
称
で
あ
り
、
こ
の

条
も
恐
ら
く
養
老
の
制
に
関
係
す
る
も
の
と
み
て
よ
ろ
し
か
ろ
う
。

者
回
寿
と
と
も
に
唐
朝
の
養
老
の
対
象
と
な
っ
た
老
人
を
さ
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
、
六
！
以
上
を
さ
す

乙
と
も
あ
る
が
少
く
、
概
し
て
八
十
才
以
上
と
い
っ
た
生
物
学
的
年
令

l
老
の
範
囲
の
多
少
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
と
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の

さ
て
者
老

父
老
の
語
は
侍
老

よ
う
な
区
別
も
せ
ず
に
同
類
の
語
と
し
て
取
扱
わ
れ
も
し
た
。
こ
の
養
老
の
制
に
お
け
る
父
老

t
B
 

い
る
の
に
対
し
、
2
辺
地
（
の
郷
官
の
条
の
脅
老
あ
る
い
は
父
老
は
五
里
即
ち
五
百
戸
を
単
位
と
す
る
郷
と
い
う
小
地
織
に
お
く
と
レ
て
い
る
点
が

者
老
は
、
地
域
的
に
は
府
・
州
を
主
と
し
て

異
り
、
乙
こ
に
問
題
点
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
e

再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

ー
望
郷
と
費
老
｜

ハ
中
村
〉

四
五



再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

－
望
郷
と
脅
老
｜

（
中
村
）

四
六

二f言
老

父
老
の
語
は

L
述
の
諮
老
の
制
に
か
さ
ら
ず
、
広
く
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
唐
代
者
老

ハ

χ
老
が
ど
の
よ
う
な
・
も
の
で
あ
っ
た

か
を
究
明
す
る
た
め
、
そ
の
飢
聞
き
を
検
汁
す
る
ζ

と
と
す
る
。

者
老
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
一
に
は
天
子
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
天
子
の
行
う
籍
聞
の
儀
式
に
加
わ
っ
た
も
の
の
な
か
に
者
老
が
あ

る
。
即
ち
唐
会
日
比
巻
一

O
籍
田
下
開
元
二
三
年
正
月

1
八
日
東
郊
の
儀
に
「
脅
老
畳
一
定
二
十
人
」
と
あ
る
。
次
に
冊
－
M
元
亀
巻
六
七
一
牧
守
部

蘇
震
の
集
に
「
是
成
東
都
脅
老
乞
行
幸
」
と
あ
る
よ
う
に
東
都
（
洛
陽
）
へ
の
行
字
毎
乞
う
た
も
の
、
ま
た
持
号
を
復
す
る
よ
う
請
願

し
た
も
の
に
「
京
兆
州
長
安
県
者
老
臣
石
霊
等
」
が
あ
る
。
第
二
は
地
方
政
治
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
陳
伯
主
文
集
巻
八
上
街
中
軍
事
三

計
初

級
南
諸
州
比
来
以
夫
運
組
者
且
一
切
並
停
」
と
あ
る
よ
う
に
運
輸
対
策
を
進
言
し
た
も
の
や
、
ま
た
唐
会
要

1：笠
任

条
の
う
ち
に
「
萄
中
者
老
平
議

巻
八
八
塩
鉄
「
元
和
六
年
間
十
二
用
戸
部
侍
郎
慮
坦
奏
：
：
：
又
得
興
元
府
諸
誉
老
状
巾
訴
、
臣
ム
寸
商
量

る
よ
う
陀
椀
務
に
つ
い
て
対
策
を
状
巾
し
た
も
の
が
あ
る
ほ
か
、
遠
征
軍
の
宣
撫
の
対
決
と
な
っ
た
も
の
が
者
老
も
し
く
は
長
老
と
よ
ば
れ

判

明

品

川

お

て
い
る
。
地
方
官
の
疑
問
に
対
し
て
当
該
県
の
事
情
を
説
明
し
た
誉
老
た
ち
が
い
た
し
、
作
、
輩
の
た
め
に
往
年
の
県
令
の
治
績
や
ら
の
べ
た
も

川
町
出

の
も
あ
り
、
さ
ら
に
県
K
訴
え
ら
れ
た
村
内
の
事
件
に
つ
い
て
意
見
を
の
べ
た
も
の
も
あ
る
。
第
一
二
は
地
方
官
の
施
政
に
対
し
て
反
応
し
た
も

此叩山

者
老
歌
刺
史
徳
美
者
盈
路
」
と
あ
り
、
節
度
使

河
中
塩
請
放
入
六
州
界
襖
貨
」
と
あ

の
で
あ
り
、
刺
史
の
善
政
を
誕
歌
し
た
も
の
に
、
旧
時
書
巻
八
九
獄
仁
傑
伝
「
入
車
州
出
川
内

や
刺
史
の
善
政
の
た
め
一
間
任
を
闘
っ
た
も
の
と
し
て
、
旧
唐
書
巻
一
七
八
佳
彦
昭
伝
に
は
（
北
都
留
守
河
東
節
度
管
内
観
察
使
）

れ
お

詣
閥
乞
留
」
と
あ
る
ほ
か
白
川
新
唐
書
巻
一
五
一
衰
滋
伝
に
（
華
州
刺
史
）
「
嘗
老
遮
治
一
不
得
去
」
と
あ
る
。
そ
し
て
刺
史
の
徳
を
し
た
っ
て
碑

「
者
老
数
千

を
立
て
る
の
を
請
う
た
も
の
も
あ
る
。
即
ち
冊
府
一
応
亀
巻
六
七
三
牧
守
部

n
m
 

頒
秘
」
と
あ
る
。
第
四
は
物
識
り

褒
龍
二
字
削
筒
の
条
に
（
曾
州
刺
史
）
「
官
吏
者
老
等
請
立
碑

伝
承
者

長
老
と
い
っ
た
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
。

咋
叫
明
剖

M

凶
是
乃
得
葬
」
と
あ
る
ε

以
上
み
て
き
た
と
ζ

ろ
か
ち
者
老
と
い
う
も
の
は

た
と
え
ば

新
唐
畜
巻
一
七
三
社
長
伝
に

「
社
（
父
臨
死
記
背
広
所
在

山

h
h
奔
住
亦
有
者
老
識
其
職

年
を
と

っ
た
物
識
り
老
人
と
い
う
志
味
応
用
い
ら
れ
る
こ
と
色
な
く
は
な
い
が
、
し
か
し
生
物
学
的
年
令
を
さ
す
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
明
ろ
地
方



の
利
害
を
代
表
し
て
発
昌
行
動
す
る
も
の
、
一
五
わ
ば
地
方
の
勢
力
者
も
し
く
は
有
識
者
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
其
貌
博
所
管
目
度

僧

道

将

士

者

老

百

姓

等

」

（
店
大
詔
令
集
巻
一
一
二
政
事
捻
雪
上

そ
の
よ
う
な
場
合
に

宥
田
承
嗣
詔
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
者
老

を
ば
百
姓
、
官
吏
な
ど
と
ば
別
し
、
支
配
す
る
対
象
の
一
併
に
数
え
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
父
老
は
ど
う
か
。

ζ

れ
も
脅
老
と
似
た
り
よ
っ
た
り
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
乙
と
が
多
い
。
第
一
に
天
子
に
関
連
す
る
も
の
と
し

て
、
旧
唐
書
巻
一
パ
太
山
川
紀
、
点
観
十
六
年
十
一
月
丁
卯
の
条
に
「
宴
武
功
士
女
於
慶
善
宮
尚
門
酒
酎
、
上
勺
父
老
等
梯
泣
論
旧
事
、
老
人
等
逓

説

g

u
山
為
舞
」
と
あ
り
、
ま
た
新
唐
書
巻
六
粛
宗
記
「
天
宝
卜
五
戦
玄
宗
避
賊
至
馬
鬼
文
芸
遮
道
請
問
問
」
と
も
あ
り
、
さ
ら
に
天
子
の
太
原
へ

日

羽

詰

羽

の
巡
幸
を
請
う
た
父
老
も
あ
る
し
、
蒲
州
へ
巡
幸
の
際
路
に
並
ん
で
出
迎
え
た
黄
紗
単
衣
の
衣
淡
を
し
た
父
一
老
も
い
た
。
ま
た
則
天
武
后
の
と

日
お

き
、
明
掌
の
落
成
に
あ
た
り
「
京
都
婦
人
及
諸
州
父
右
入
観
並
賜
酒
食
」
洛
壇
を
つ
く
っ
た
と
き
武
后
の
徳
を
た
た
え
る
碑
を
つ
く
っ
た
も

の
も
父
老
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
第
一
一
は
地
方
政
治
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、

抗
明
訓

実
望
去
危
就
安
耳
」
、

政
治
的
軍
事
的
危
機
に
ヴ
り
指
導
的
地
位
に
あ
る
も
の
と
し

パ

川

計

帰

降

者

「

城

中

父

老

J

羽

山

お

是
人
情
遂
同
」
が
あ
り
、
ま
た
地
方
政
治
K
影
響
力
を
も
つ
も
の
と
し
て
祭
の
父
老

て、

「
江
唆
ハ
メ
か
じ

（
説
州
）

活
相
誠
励
子
弟
日

西
奈
中
の
父
判
仰
が
あ
る
の
第
三
に
は
地
方
刊
の
施
政
に

岐
州
父
君
が
あ
る
。
即
ち
冊
府
元
柏
市
巻
六
八
三

田
公
赤
心
相
付

何
得
臼
之
、
訴

対
し
て
反
凶
し
た
も
の
で
め
り
、
刺
・
史
・
初
督
の
持
政
に
よ
っ
て
留
任
を
願
っ
た
部
州
父
老

牧
山
ド
リ
部
遺
愛

ふ
l
蛍
の
条
に

作
州
数
年
越
有
思
恵
州
人
張
制
等
数
卜
人

総
州
日
の
没
後
生
前
の
治
績
を
し
の
ん
だ
話
州
父
老
が
あ
り
、
山
令
の
中
川
小
川
畑
を
祈
る
一
り
し
引
を
催
し
た
父
老
が
あ
る
。
即
ち

「
為
部
川
刺
史

品
開
上
ぷ
請
留

高
祖
嘉
歎

久
之
部
州

ハ
久
左
相
賀
」
と
あ
る

出
会
長
巻
六
九
刺
史
ド
大
中
九
年
二
月
「
除
瞳
泉
県
令
十
字
君
興
為
懐
州
刺
史
非
常
例
山
。
河
上
校
猟
消
上
。
見
近
県
父
老
長
村
寺
設
斎

為
沼
興
祈
福

恐
秩
渦
受
代
。
上
異
之
。
宰
相
以
懐
州
刺
史
上
問
、
御
筆
除
之
」
と
あ
る
。
第
四
に
そ
の
他
の
も
の
と
し
て
、
雨
乞
の
行
事
の

主
催
者
と
な
っ
て
仰
い
父

κ名
を
つ
ら
ね
た
も
の
と
し
て
、
金
石
山
本
編
巻
六
五
長
安
同
年
百
円
敵
仰
の
碑
院
に
「
長
安
二
年
夏
五
月
川
符
下
眼
目
祈

六
月
一
日
公
日
制
：
・
：
盟
正
邪
仙
童
凶
ん
郷
明
十
一
焦
徳
山
一
・
貌
夷
簡
等
父
老
光
品
市
卜
－

A
国
：
：
：
」
と
あ
る
よ
う
に
、
父
老
が
閉
1

・k

製II
望

再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

ー
望
郷
と
者
老
｜

（
巾
村
）

四
ーじ



再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

望
郷
と
者
老
i

（
中
村
〉

四
/¥ 

市
令
と
と
も
に
み
え
る
。
ま
た
宝
瞳
を
寄
附
し
た
三
ケ
村
の
代
表
が
、
八
唆
宝
金
石
補
正
巻
四
六

1
f
a
M相

よ
ば
れ
て
い
る
。
な
お
社
市
の
詩

一
一
村
父
老
尊
勝
麟
記
の
よ
う
に
父
老
と
も

売
村
一
エ
首
の
う
ち
の
第
三
に

「
父
老
四
五
人

問
我
久
遠
行

手
中
各
有
隙

傾
橋
溺
復
清

作十

u
辞

澗

味

薄

黍

地

無

人

初

兵
革
既
未
息

児
童
尽
東
征

請
為
父
老
歌

翻
奴
難
塊
深
情

歌
能
仰
天
歎

四
座
一
夜
縦
横

（社－
1
．m小
平
堂
詩
築
巻
卜
一
）

と
み
え
る
父
老
は
、
行
者
が
戦
争
に
狩
り
出
さ
れ
た
の
ち
村
に
の
乙
っ
た
父
親
、
老
人
を
さ
す
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
上
述
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
父
老
は
岩
田
老
よ
り
も
幅
広
く
一
般
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
州
父
老

県
父
老
郷
問
父
老
村
父
老
が
み
ら

れ
、
こ
れ
も
必
ず
し
も
生
物
学
的
年
令
を
さ
す
も
の
と
は
限
ら
ず
中
央
州
県
郷
村
に
歪
る
ま
で
の
大
小
さ
ま
ぎ
ま
の
純
凶
に
わ
た
る
代
表

者
を
さ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
ヒ
述
し
た
如
く
欽
仁
傑
伝
に
於
い
て
、
旧
皆
掛
一
一
百
は
者
老
と
あ
る
の
が
新
唐
苦
で
は
父
老
と
な
っ
て
お

り
、
問
府
元
亀
で
者
国
老
と
あ
る
の
が
、
新
唐
書
で
は
長
老
と
な
っ
て
い
る
例
（
十
字
靖
）
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
者
老
と
父
老
・
長
老
の
語

は
唐
代
大
同
小
異
で
相
互
に
融
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
者
老

父
老
の
語
は
情
朝
の
養
老
の
制
の
対
象
と
な
っ
た
老
人
を
さ
す
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
一
般
に
地
方
の
代
表
者

有

識
者
を
さ
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
た
乙
と
が
明
か
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
用
訟
に
お
け
る
脅
老

父
老
は
制
度
的
に
州
県
よ
り
下
の
郷
を
単

位
と
し
て
選
び
出
さ
れ
た
も
の
と
は
云
え
な
い
か
ら
、
問
題
の
通
典
の
脅
老

父
老
と
は
一
致
し
な
い
《
と
す
る
と
、
活
典
の
者
老
父
老
に

つ
い
て
は
、
制
度
的
な
つ
な
が
り
と
い
う
点
を
考
え
る
と
、
も
う
一
度
養
老
の
制
と
の
関
連
を
つ
き
と
め
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

四



問
題
の
通
典
の
記
事
に
関
連
し

あ
る
い
は
対
応
す
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
記
事
が
唐
会
要
の
な
か
に
み
え
る
。

そ
れ
は
店
会
要

巻
五
九
戸
部
員
外
郎
の
項
に
み
え
る
次
の
記
事
で
あ
る

開
元
二
十
九
年
（
七
四
一
）

七
月
十
七
日

毎
郷
置
望
郷
天
下
諸
州

太
原
・

t
黛
・
晋
陽
三
勝 ーと
鯨
各不
以 ν得
ニ三レ過

十ニ二
人十
一為人
レ限一
中
並豚
下取不
者 ν得
年 ν過
宿二十
望五
人

詰ー
エ識下
事鯨
宜不
ー レ得

ま
た灼過
栄然二十
夫有人
九二；［；）： -・ 

行其
県一者－ 長
令上充安
の。．
項；萄
の年
中
l乙 毎
鯨
以
五
十
人
為
限

開
元
二
十
九
年
七
月
勅

天
下
請
州
望
郷

上
豚
不
得
過
一
一
十
人
中
鯨
不
得
過
十
五
人
下
豚
不
得
過
十
人
的
委
採
訪
使
興
州
県

長
官
相
知
選
市
中
書
門
下
。

と
い
う
条
が
あ
る
。
後
条
の
前
半
は
前
条
の
前
半
を
簡
単
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
半
は
前
条
に
な
い
も
の
で
あ
り
、
と
の
二
条
は
相
補
つ

て
望
郷
に
関
す
る
勅
の
内
容
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
二
条
に
ぴ
っ
た
り
と
符
合
す
る
記
事
を
ぱ
他
の
唐
の
史
料
集
に
見
出
す
と
と
が
で

（
故
郷
を
お
も
う
〉
と
か
「
望
郷
台
」
と
い
っ
た
意
味
の
語
法
と
は
ち
が
っ
て
、
と
の
よ
う
に

特
定
の
人
々
を
き
し
て
「
望
郷
」
と
よ
ぶ
よ
う
な
他
の
事
例
を
ば
唐
代
の
文
献
・
碑
文
の
中
か
ら
未
だ
に
さ
が
し
出
し
得
な
い

1

き
な
い
ば
か
り
か
、
詩
文
に
お
け
る
「
望
郷
」

「
毎
郷
逼
望
郷
」
と
あ
る
が
、
し
か
も
そ
の
数
を
貼
単
位
に
制

限
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
郷
を
ば
、
五
里
を
単
位
と
す
る
郷
里
制
の
郷
と
即
断
し
て
よ
い
か
ど
う
か
。
唐
代
た
ん
に
郷
と
か
郷
里
と
い
っ
た

そ
こ
で
上
掲
の
望
郷
に
関
す
る
唐
会
長
の
記
事
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

場
合
に
は
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
郷
里
制
の
郷
を
さ
す
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
州
県
を
さ
す
こ
と
も
往
々
あ
っ
た
。
唐
代
県
は
一
般
に
戸
数
の
大
小
か

ら
上
中
下

K
分
け
ら
れ
、
唐
六
典
巻
三
戸
部
員
外
郎
の
条
に
よ
る
と
、
六
千
戸
巳
上
を
上
県
、

二
千
戸
巳
上
を
中
県
、
一
千
一
戸
巳
上
を
中
下

県

一
千
戸
未
満
を
下
県
と
し
て
い
る
。

こ
の
規
定
か
ら
み
る
と
、
大
雑
把
に
五
呈

t
五

O
O戸
を
一
郷
と
す
る
と
、
上
県
は
十
二
郷
以
上
、

中
県
は
四
郷

l
十
二
郷
以
下
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
望
郷
設
置
の
特
例
と
し
て
い
る
長
支
・
高
年
二
県
は
と
も
に
当
時
の
都
で
あ
り
、
京
兆
府

再
び
降
粍
の
郷
に
つ
い
て

－
望
郷
と
者
老
l

（
中
村
）

四
九



再
び
底
何
の
郷
に
つ
い
て

ー
望
郷
と
品
目
老
l

ハ
中
村
）

五
0 

（
薙
州
）
に
属
し
、
十
一
世
紀
後
半

宋
敏
求
の
長
安
芯
K
よ
る
と
、
唐
代
高
年
県
は
四
五
郷
、
長
安
県
は
五
九
郷
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
五

十
人
を
限
り
と
す
る
の
は
、
ほ
ほ
一
郷
一
人
と
い
う
ζ

と
を
考
え
て
の
乙
と
と
い
え
よ
う
。
次
の
太
原
と
膏
陽
は
と
も
に
北
都
太
原
府
弁
州
に

属
し
亦
県
で
あ
り
、
上
党
は
瀦
州
に
属
し
玄
山
市
の
故
第
の
あ
っ
た
と
ζ

ろ
で
望
県
で
あ
る
。
九
世
紀
初
編
纂
さ
れ
た
一
川
和
郡
県
図
志
に
は
、
少

数
事
例
と
し
て
河
架
道
の
一
部
の
県
別
の
閃
元
年
間
の
郷
数
集
計
が
巻
十
三
十
六
に
の
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
み
る
と
、
太
原
県
の
開
元
年

閣
の
郷
数
は
四
十
郷
、
替
防
は
二
十
五
郷
、
上
党
は
二
十
二
郷
で
あ
る
か
ら
、
唐
会
要
の
望
郷
設
置
の
県
別
制
限
に
照
ら
し
合
せ
る
と
、
太
原

県
は
三
十
人
以
下
と
あ
る
か
ら

事
例
を
用
い
て
畿
県
明
仁
川
町

緊
県 一
郷
一
人
と
す
る
と
た
り
な
い
が
、
膏
陽
と
上
党
で
は
ζ

れ
で
た
り
る
わ
け
で
あ
る
。
前
稿
で
は
こ
の
少
数

中
県
と
い
う
法
規
上
の
県
別
よ
り
一
県
平
均
郷
数
を
わ
り
出
し
た
の
で
あ
る
が
（
第
一
妻
し
〉
特

上
県

今
乙
の
表
を
簡
単
化
し
、
畿
県
境
県

緊
県
を
ば
す
べ
て

k
県
に
含
め
る
と
、
計
二
一
県
で
問
。
五
郷

一
県
平
均

一
九
・
一
一
八
郷
と
な

る
か
ら
、
望
郷
の
数
を
「
上
県
不
得
過
二
十
人
」
と
し
た
の
も
、
大
体
の
郷
数
を
頭
に
お
い
て
い
る
も
の
と
み
る
乙
と
が
で
き
る
。
以
上
の
と

と
か
ら
望
郷
の
県
別
に
よ
る
制
限
は
、
い
ち
お
う
県
の
管
轄
す
る
郷
数
を
考
慮
し
て
わ
り
山
山
さ
れ
て
お
り
、
唐
会
奨
巻
五
九
戸
部
員
外
郎
の
条

に
み
え
る
「
何
郷
置
問
中
一
郷
」
の
郷
は
、
五
里
を
郷
と
す
る
郷
里
制
の
郷
を
さ
す
も
の
と
み
で
あ
や
ま
り
な
か
ろ
う
。

次
に
望
郷
が
ど
の
よ
う
な
任
務
を
果
す
も
の
か
に
つ
い
て
は
、
唐
会
要
の
上
文
は
な
に
も
っ
た
え
て
い
な
い
。
た
だ
か
郷
の
人
選
に
は
「
非

法
を
倹
察
す
る
」
の
を
任
務
と
す
る
採
訪
使
が
あ
た
り
、
州
県
の
長
官
と
協
議
し
て
行
い
、
中
央
の
官
庁
で
あ
る
中
書
門
ド
に
ま
で
同
け
出
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
乙
の
乙
と
は
同
年
採
訪
使
を
し
て
単
貧
老
弱
を
考
慮
し
て
諸
色
の
落
役
の
人
選
に
あ
た
ら
せ
て
い
る
こ
と
と
関
辿
が
あ
り

そ
う
だ
し
、
県
郷
の
議
録
は
同
時
に
な
ん
ら
か
の
反
対
給
付
（
た
と
え
ば
里
正
の
場
合
の
よ
う
な
課
役
免
除
と
い
っ
た
）
が
与
え
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
臆
測
さ
せ
る
。
望
郷
と
い
う
語
で
あ
る
一
群
の
人
々
を
さ
す
例
は
、
唐
会
要
の
上
文
以
外
他
の
唐
代
史
料
の
中
か
ら
見
出
す
ζ

と

が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
乙
の
望
郷
を
ひ
つ
く
り
か
え
し
た
郷
望
と
い
う
語
は
南
北
朝
以
来
み
え
、
唐
代
の
文
献
史
料
や
碑
文
の
中
に
も
み

え
る
。
そ
こ
で
私
は
成
会
要
に
み
え
る
望
郷
と
い
う
の
は
、

恐
ら
く
唐
代
に
も
行
わ
れ
て
い
た
郷
望
の
ひ
つ
く
り
か
え
り
で
あ
ろ
う
と
思
う



（
こ
れ
を
唐
会
裂
の
編
者
が
あ
や
ま
っ
て
上
ド
を
顛
倒
し
た
も
の
と
考
え
る
乙
と
も
で
き
よ
う
が
）
。

次
に
望
郷
を
理
解
す
る
た
め
に
郷
望
を
検
討
す
る
と
と
と
す
る
。
郷
望
の
語
は
通
典
巻
一
一
二

O
礼
九
十
に
引
く
開
元
二
十
年
制
定
の
問
元
礼

纂
類
二
十
五
嘉
九
の
「
日
常
造
使
諸
州
宣
撫
」
の
条
に
諸
老
と
と
も
に
み
え
、
郷
望
は
儀
式
に
参
列
し
て
い
る
も
の
を
さ
す
ヮ
ま
た
同
巻
の
京

此

印

刷

誼

日

前
向
年
長
安
令
初
上
に
は
郷
長
が
み
え
、
ま
た
郷
飲
出
の
条
に
は
郷
之
老
人
が
み
え
る
。

兆
府
河
南
牧
初
上

こ
の
よ
う
に
通
典
に
み
え
る
郷

明
一
郷
長

郷
之
老
人
は
何
れ
も
地
方
を
代
表
し
て
儀
式
に
参
列
す
る
も
の
で
あ
り
、
十
小
人
子
な
い
し
権
力
へ
の
距
離
の
遠
近
に
応
じ
て
表
現
を

南
北
朝
時
代
に
お
け
る
郷
引
に
つ
い
て
は
、
矢
野
主
税
氏
が
民
望

北
田

て
用
い
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
憤
川
と
し
て
唐
代
に
も
ひ
き
つ
が
れ
、
一
円
川
山
市
の
永
微
元
年

か
え
て
い
る
と
い
え
よ
う

土
望
と
と
も
に
か
化
地
勢
力
を
さ
す
呼
称
と
し

（
六
五

O
）

治
協
郷
望
七
一
師
徳
寺
造

象
記
が
あ
り
、
平
山
読
牌
記
巻
凶
に
は
「
文
一
以

今
心
付
洛
陽
郷
望
父
老
等
品
川
人
碑
前
列
像
主
王
師
徳
等
止
廿
四
人
郷
望
疑
即
以
内
望
之
類
」

と
あ
る
。
洛
陽
龍
門
附
近
で
仏
像
を
つ
く
っ
た
人
々
が
郷
望
父
老
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
い
で
則
天
式
后
の
長
安
四
年
ハ
七
O

問
V

百
門
限
碑
の
碑
陰
に
は
、
雨
乞
の
行
事
を
主
催
し
た
も
の
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

一
方
の
側
に
は
郷
望
焦
徳
点
以
ド
が
父
老
光
制
古
、

市
令
孫
知
仁

倉
幌
町
川
一
汀
山
崎
と
と
も
に
名
を
つ
ら
ね
、
他
方
に
は
郷
望
張
仁
基
以
ド
ケ
タ
数
の
も
の
が
、
閉
山
（
正
郭
仙
以
ト
、
佐
史
孫
爽
官
以
下
の

も
の
多
数
と
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
（
金
石
都
編
巻
六
五
〉
。
乙
乙
で
は
市
令

川
田

治
事
務
の
下
働
き
を
す
る
も
の
以
外
、
一
肩
書
の
な
い
も
の
が
始
ど
郷
望
と
い
う
称
号
を
与
え
ら
れ
て
雨
乞
の
行
事
は
参
列
し
て
い
る
よ
う
で
あ

食
》・＆（－

虫
記

佐
史
な
ど
の
通
典
で
外
峨
学
と
い
う
州
県
の
統

る
次
に
玄
宗
の
頃
に
は
、
常
山
貞
石
志
巻
八
に
の
せ
る
開
元
七
年
（
七
一
九
）

金
剛
経
碑
の
下
被
上
列
に
経
主
五
名
と
郷
望
五

O
名
を
の
せ
て

い
る
。

こ
れ
は
金
剛
経
を
刻
む
の
陀
労
力
と
資
財
と
を
寄
進
し
た
人
々
の
名
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、

F
裁
ド
列
に
は
経
主
五
九
名
が
み
え
る

が
、
乙
れ
は
乙
ζ

で
は
行
く
。

ド
被
上
列
に
は
次
の
如
く

経
主
絵
師
僧
何
琢

再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

－
望
郷
と
奮
老
l

（
中
村
〉

五



再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

ー
望
郷
と
者
老
｜

（
中
村
）

五

経
主
比
丘
経
主
比
丘
僧
法
度

郷
望
前
県
倉
督
雲
騎
尉
韓
起
賢

郷
望
上
枚
国
麹
名
肪
妻
粗
怠
：
・
：
尉
岡
盤

郷
望
録
事
騎
都
尉
王
君

l
郷
望
馬
行
表
白
川
回
輿
息
ム
漢
息
太
平
妹
尼
五
容

郷
望
上
柱
国
杜
行
賓
妻
石
息
陪
戎
校
尉
崇
礼

郷
望
録
事
情
戎
校
尉
店
君
作

経
主
妹
比
正
尼

担lil 割！日制t刻i
望望望望
品、前雲、前
子、舎子騎、県
麹主樹、録
元府軍事
ネL 帳、迎劉
内、涼懐
翻古
，思
太
妻

回

羽
林

（
中
略
〉
註
一
回

郷
望
安
遠
別
将
騎
都
尉
畢
上
賓
息

（
中
崎
）

郷
望
郷
博
七
畢
武
之

と
ゐ
る
。

ζ

の
郷
望
の
も
つ
肩
書
を
ば
、
通
血
（
巻
四
十
職
官
典
二
二
秩
口
町
五
、
大
唐
官
品
開
元
二
十
五
年
制
定
に
よ
っ
て
し
ら
べ
る
と
、
軽
車
都

尉
は
従
四
品

騎
都
尉
は
従
五
日
間

陪
戎
校
尉
は
従
九
品
で
あ
り
、

雲
騎
尉
は
正
七
品

録
事
は
か
り
に
京
県
録
事
と
す
る
と
従
九
日
間
で
あ

り
、
県
倉
督
は
通
常
の
県
の
録
事
・
佐
史
や
里
正
と
と
も
に
外
職
掌
に
属
す
る
。
帳
内
は
八
品
九
品
の
子
を
も
っ
て
あ
て
た
こ
と
が
、
出
会
要

巻
九
一
二
諸
司
諸
色
銭
上
点
観
」
L
一
年
の
条
に
み
え
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
肩
書
は
、
開
元
天
守
一
時
代
で
は
そ
れ
ほ
ど
珍
ら
し
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
し
、
ま
た
社
会
的
に
上
層
と
も
い
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
う
ち
に
み
え
る
軽
車
都
尉
騎
都
尉
上
村
国
と
い
つ

た
勲
官
や
口
m
子
な
ど
は
、
那
波
利
貞
氏
が
紹
介
さ
れ
の
ち
商
村
元
佑
氏
が
研
究
し
た
天
宝
十
載
（
七
五
一
）
も
し
く
は
天
宝
六
載
の
ハ
七
四
七
）



符
弱

ハ
臨
右
前
一
沙
州
〉
敦
慢
の
先
科
簿
に
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
敦
煙
県
下
の
従
化
郷
・
寿
昌
郷
な
ど
で
は
、
軽
車
都
尉
は
下
上
戸

自汚
名古

尉
は
下
中
一
戸
下
下
一
円
、
上
村
国
は
ト
中
戸
下
下
戸
、
品
子
は
下
上
戸

下
下
戸
が
も
っ
て
い
る
肩
書
で
あ
り
、
戸
等
の
順
位
か
ら
い
っ
て

も
下
の
階
層
に
属
す
る
。
た
と
え
辺
境
と
中
国
本
土
と
い
う
違
い
が
あ
る
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
社
会
階
層
を
あ
ら
わ
す
肩
書
を
つ
け
た
人
々

が
金
剛
経
仰
で
は
郷
望
と
い
う
称
号
を
つ
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
父
老
の
語
と
と
も
に
、
社
会
的
に
広
く
流
布
し
て
い
た
郷
望
の
語
を
ひ
っ

く
り
か
え
し
て
望
郷
と
い
う
名
称
が
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
望
郷
が
郷
ご
と
に
お
か
れ
た
も
の
と
し
て
も
不
思
議

で
は
な
い

そ
乙
で
問
題
と
し
た
唐
会
必
巻
五
九
戸
部
員
外
郎
の
「
閥
元
二
十
九
年
七
月
十
七
日

毎
郷
町
一
民
望
郷
」
の
記
事
は
、
実
は
通
典
の
郷
｛
日
の
条

の
第
二
段
目
の
「
郷
置
者
老
一
入
者
年
平
謹
者
県
補
之

亦
日
父
老
」
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
把
捉
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
る
ほ

ど
一
は
望
郷
と
あ
り
、
他
方
は
老
豆
七
と
あ
っ
て
名
称
は
異
る
が
、
し
か
し
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、
と
も
に
郷
に
お
く
と
し
て
い
る
乙

と
、
し
か
も
川
県
が
こ
れ
に
関
り
す
る
乙
と
は
ど
ち
ら
も
同
じ
で
あ
る
し
、
そ
の
人
選
の
基
準
に
つ
い
て
、

一
方
で
は

「
者
年
に
し
て
宿
望
あ

り
、
事
買
お
ら
請
識
し
、
灼
然
と
し
て
決
行
有
る
者
を
取
り
て
充
つ
」
と
し
、
他
方
は
「
者
年
に
し
て
平
謹
な
る
者
」
と
あ
っ
て
類
似
し
て
い

る

（
な
お
肝
心
の
任
務
な
り
職
貨
に
つ
い
て
は
ど
ち
ら
も
明
記
し
て
い
な
い
〉
。

一
見
別
々
に
み
え
る
二
つ
の
事
柄
は
、
大
き
く
み
る
と

同
一
の
現
印
公
を
違
っ
て
表
現
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
誤
り
が
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ま
り
仰
岡
元
礼
に
み
え
る
郷
望

郷

長

郷

之

老
人
の
一
系
列
と
、
帥
通
典
の
郷
官
に
み
え
る
者
老

父
老
の
一
系
列
が
あ
る
と
乙
ろ
へ
、
唐
会
要
に
は
望
郷
と
者
寿
と
が
み
え
た
。
こ
の

唐
会
要
の
望
郷
は
郷
望
の
ひ
つ
く
り
か
え
し
と
し
て
川
開
一
冗
礼
の
郷
望

郷
長
郷
之
老
人
の
系
列
に
属
す
る
一
方
、
者
寿
は
伺
遇
典
の

者
老
父
老
の
ヴ
ボ
列
に
同
す
る
も
の
と
み
る
乙
と
が
で
き
る
。
乙
の
仰
と
何
の
二
系
列
は
、
そ
の
名
称
か
ら
み
て
も
若
干
の
色
あ
い
を
異
に
し
、

ま
た
時
期
的
K
多
少
の
ず
れ
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
れ
も
養
老
の
制
度
と
関
連
し
、
教
化
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
通
血
（
の
郷
官
の

者
老
の
記
小
は
年
代
を
明
記
し
て
い
な
い
が
、
届
会
要
の
記
事
は
開
元
廿
九
年
と
明
記
し
て
い
る
。

ζ

の
開
元
廿
九
年
に
お
け
る
望
郷
の
設
置

一
内
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

－
望
郷
一
と
者
老
i

ハ
中
村
）

主



再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

－
望
郷
と
者
老
｜

（
中
村
）

I乙
お
け
る
郷
飲
酒 r
礼抗菌
56 

0 
年
開
フ巳
礼
の
制
定

は
、
玄
宗
朝
に
お
け
る
一
連
の
教
化
政
策
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
即
ち
開
元
六
年
（
七
一
八
）

二
六
年
郷
校
の
設
置
、
二
七
年
比
至
る
ま
で
の
十
一
固
に
及
ぶ
持
老
へ
の
賜
与
（
養
老
の
制
〉
な
ど
と
関
連
す
る
の
が
廿
九

二
五
年
間
元
令

年
の
望
郷
の
設
置
で
あ
り
、
と
れ
が
ま
た
天
宝
十
二
載
に
お
け
る
父
老
の
者
寿
へ
の
改
称
と
つ
な
が
り
、
護
老
の
制
な
い
し
教
化
政
策
と
む
す

ぴ
つ
い
て
い
る
。

き
て
唐
会
要
の
望
郷
に
し
ろ
涌
典
の
者
老
に
し
ろ
、
と
も
に
そ
の
職
責
な
り
任
務
を
ば
明
記
し
て
い
な
い
の
は
ど
う
い
う
わ
け
か
。

と
れ
は

恐
ら
く
明
記
す
る
に
た
る
よ
う
な
仕
事
を
も
た
な
か
っ
た
た
め
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
通
典
の
者
老
も
し
く
は
店
会
要
の
望
郷

も
、
と
も
に
教
化
訓
育
を
主
と
す
る
名
誉
職
的
ハ
養
老
）
な
も
の
で
あ
り
、
州
県
の
儀
式
に
参
列
す
る
位
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
ろ
し

か
ろ
う
。
ま
た
望
郷
が
開
元
一
一
九
年
に
設
置
さ
れ
た
と
す
る
と
、
そ
れ
よ
り
数
年
前
に
で
き
た
六
典
や
疏
議
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
う

な
づ
け
る
の
で
あ
る
む

す

び

h
u
す
び
に
あ
た
っ
て
、
い
ち
お
う
時
代
地
方
制
度
に
お
け
る
郷
の
お
か
れ
た
地
位
と
役
割
を
一
蔑
し
た
あ
と
、
明
郷
（
郷
削
十
一
）
な
り
老
H

老
が

郷
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
働
き
を
な
し
た
か
を
述
べ
る
と
と
と
し
よ
う
。

郷
里
制
の
郷
が
戸
口
集
計
の
単
位
で
あ
る
と
と
も
に
徴
税
侭
で
あ
る
乙
と
は
、
唐
初
郷
里
制
が
成
立
し
て
よ
り
の
ち
、
両
税
扶
施
行
後
、
憲

宗
の
元
和
の
頃
ま
で
（
九
附
紀
初
め
〉
変
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
乙
と
の
一
つ
は
、
民
衆
の
戸
口
と
悶
宅
に
関
す
る
巾
告
書
で
あ
る
子
実
が
「
凡

里
有
手
実

歳
終
具
民
之
年
与
地
閤
阪
為
郷
帳

郷
成
於
県

県
成
於
州
州
成
於
戸
部
」
（
新
唐
書
巻
五
一
食
貨
志
一
）
と
あ
る
よ
う
に
、

里
か
ら
さ
ら
に
郷
毎
に
ま
と
め
ら
れ
て
郷
帳
が
つ
く
ら
れ
た
と
と
で
あ
る
。
次
に
戸
籍
の
編
成
も
ま
た
「
開
元
十
八
年
十
一
月
勅

諸
戸
籍

年
一
造

起
正
月
上
旬
県
司
貴
子
実
計
帳
赴
州
依
式
助
造

郷
造
為
巻

総
写
コ
一
通

其
縫
皆
注
某
州
某
県
某
年
鮪
」
（
唐
会
要
巻
八

五
籍
帳
）
と
あ
る
よ
う
に
郷
別
に
一
巻
に
ま
と
め
た
乙
と
で
あ
る
。
そ
の
ζ

と
は
ま
た
今
日
の
乙
る
敦
煙
・
吐
魯
茶
山
士
の
戸
籍
残
簡
に
よ
っ



話
回

て
も
た
し
か
め
ら
れ
る
。
第
一
二
に
上
の
ζ

と
か
ら
、
戸
籍
を
つ
く
る
の
に
子
実
と
と
も
に
参
照
さ
れ
た
計
帳
と
い
う
次
年
度
の
謀
役
を
官
で
記

入
し
た
和
税
簿
も
、
ま
た
郷
を
一
一
区
切
り
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
旧
唐
書
巻
九
玄
宗
紀
下

天
宝
元
年
ハ
七
四
二
〉

の
条
に
「
天
卜
郡
府
三
六

二
、
良
一
五
二
八
、
郷
一
万
六
八
一
一
九
、
戸
部
進
計
帳

今
年
管
戸
八
五
二
万
五
七
六
三
、
口
四
八
九

O
万
九
八

O
O」
と
あ
る
こ
と
か
ら
う

か
が
わ
れ
る
。

ζ

の
一
万
六
八
二
九
と
い
う
郷
数
は
計
娠
で
郷
の
数
を
集
計
し
た
結
果
で
あ
る
乙
と
は
明
か
で
あ
る
。

そ
し
て
と
れ
が
元
和
の

頃
も
行
わ
れ
た
ζ

と
は
、
前
楠
で
検
討
し
た
元
和
郡
県
関
志
に
、
開
元
と
元
和
年
間
の
各
州
の
戸
口
数
と
と
も
に
郷
数
を
の
せ
て
い
る
と
と
か

ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

乙
の
よ
う
に
郷
が
実
際
に
租
税
の
徴
収
賦
課
の
上
の
一
単
位
で
あ
っ
た
ζ

と
は
、
敦
同
日
・
叫
札
魯
帯
出
土
の
文
唯
一
口
に
よ
っ

て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
即
ち
郎
被
利
点
氏
が
紹
介
し
た
ペ
リ
オ
舵
検
隊
の
敦
短
文
書
第
一
一
八

O
一一一号

天
宝
九
載
（
七
五
O
）

司
臼

ζ

れ
に
は
敦
柏
岡
県
ド
の
卜
一
二
郷
、
名
郷
ご
と
に
わ
り
あ
て
ら
れ
た
精
子
粟
の
額
が
の
っ
て
い
る
。
ま
た
税
と
と
も
に
租
税
の
一
半

の
稲
子
納
付
文

書
が
あ
る
。

を
な
す
労
力
の
無
償
捉
供
で
あ
る
衝
役
に
つ
い
て
は
那
波
利
貞
氏
が
紹
介
さ
れ
、
の
ち
西
村
元
佑
氏
が
研
究
し
た
天
・
宝
六
戦
乃
率
一
十
載
の
敦
健

日

ω

＃
一
江
科
簿
が
あ
り
、
郷
C
と
に
男
子
の
〕
中
簿
籍
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
天
宝
五
年
（
七
四
六
）
や
乾
元
一
二
年
（
七
六
O
〉
租
庸
の
免
放
は

郷
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

8

以
上
の
よ
う
な
租
税
構
役
の
徴
収
と
対
応
し
、
官
文
書
の
形
式
か
ら
も
、
符
と
い
う
中
央
か
ら
の
命
令
の
伝
達
の
範
囲
も
「
尚
書
省
下
州

左
司
郎
中
員
外
郎
の
註
）
と
い
う
よ
う
に
、
県
の
下
の
郷
に
ま
で
及
ん
で
い
る
し
、
ま
た
ζ

日
位

う
し
た
文
書
が
帖
と
も
い
わ
れ
た
乙
と
は
、
白
川
州
日
仰
の
銭
術
刷
出
記
や
慈
覚
大
師
円
仁
の
旅
行
記

州
下
県

県
下
郷

北
H

日
符
」

（
唐
六
典
巻

入
唐
求
法
巡
礼
行
記
巻
二
に
み
え
る
青
寧

郷
あ
て
の
帖
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
し
、
逆
に
川
県
の
邦
一
達
に
対
じ
て
郷
か
ら
答
申
し
た
文
書
が
牒
と
い
わ
れ
た
こ
と
は
、
内
藤
乾
吉
氏
が
「
西
域

発
見
唐
代
官
文
書
の
研
究
」
を
通
じ
て
明
か
に
し
た
と
と
ろ
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
に
郷
里
制
の
郷
が
、
唐
代
地
方
制
度
の
一
環
と
し
て
く
み
乙
ま
れ
、
活
動
を
つ
拘
つ
け
て
い
た
と
き
、
と
の
郷
を
中
心
と
す
る
働

き
を
行
っ
た
も
の
は
設
で
あ
っ
た
か
。
貞
一
観
十
五
年
（
六
四
一
）
郷
長
・
佐
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
、
開
元
廿
九
年
（
七
四
一
）
明
郷
が
郷
に
お
か

再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

望
郷
と
哲
老
｜

（
中
村
〉

五
五



再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

ー
望
郷
と
奮
老
｜

（
中
村
〉

五
六

れ
る
に
至
る
ま
で
、
五
里
五

O
O戸
の
郷
に
は
、
そ
の
管
轄
区
域
内
を
総
括
す
る
責
任
者
は
と
く
に
設
け
ら
れ
ず
、
五
つ
に
分
れ
た
里
の
里
正

が
、
末
端
の
統
治
事
務
を
村
正
（
坊
正
〉
と
と
も
に
相
当
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

そ
の
ζ

と
は
上
述
し
た
よ
う
に
開
元
年
間

の
令
、
格

律
と
く
に
倍
律
疏
議
に
郷
正
も
し
く
は
郷
長
と
い
っ
た
も
の
は
全
く
み
え
ず
、
里
正
を
ば
細
か
く
規
定
し
て
い
る
こ
と
と
、
さ
ら

に
内
藤
乾
吉

西
嶋
定
生

同
村
一
光
佑
諸
氏
が
検
討
を
加
え
た
敦
煤
（
大
谷
〉
此
魯
番
文
書
の
な
か
の
里
疋
文
京
日
の
存
在
に
よ
っ
て
哀
付
け
ら

れ
る
。
そ
し
て
内
藤
氏
が
「
郷
に
関
す
る
事
務
は
里
正
に
当
番
が
あ
っ
て
担
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
見
解
に
賛
意
を
表
す
る
も
の
で
あ

る
町
誌
（
参
考
の
た
め
に
、
宋
初
十
世
紀
後
半
編
纂
さ
れ
た
唐
代
の
怪
異
鬼
神
に
関
す
る
説
話
を
あ
つ
め
た
太
平
広
記
五

O
O巻
（
万
暦
本
）
を

をみ
思る
わと
せ
る里
）註長

64 -

里
予
一
村
正

親日
青

郷
正
一
例
に
対
し
、
里
正
は
十
七
例
と
ず
ば
ぬ
け
て
多
く
、
唐
代
に
お
け
る
里
正
の
活
動

そ
し
て
開
元
廿
九
年
郷
に
お
か
れ
た
望
郷
は
、
恐
ら
く
当
時
一
般
に
広
く
行
わ
れ
て
い
た
郷
望
の
語
の
ひ
つ
く
り
か
え
り
で
あ
り
、
問
先
令

の
郷
望
郷
長

郷
之
老
人
の
系
統
を
ひ
く
も
の
で
あ
る
が
、
乙
れ
は
ま
た
通
典
の
郷
官
の
条
の
者
老

父
老
忙
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
長

老
と
し
て
地
方
の
代
弁
者
も
し
く
は
代
表
者
と
い
っ
た
性
格
を
も
ち
、
下
級
の
宮
品
を
も
っ
て
州
賎
の
儀
式
に
参
列
す
る
ζ

と
も
あ
っ
た
が
‘

教
化
訓
育
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ら
そ
れ
は
隔
の
郷
正
の
系
統
を
ひ
く
唐
初
の
郷
長
・
佐
と
は
異
り
、
里
疋
や
村
正
の
よ
う
に
担
税

の
徴
収
や
徳
役
の
割
当
て
を
ひ
き
う
け
た
り
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

（
追
記
）
た
だ
両
税
法
施
行
の
の
ち
宣
宗
の
木
中
年
間
頃
（
九
世
紀
半
〉
に
な
る
と
、
五

O
O戸
を
単
位
と
す
る
郷
制
の
衰
退
K
伴
い
、
郷
と

治

的

註

飴

註

併

設

邸

前

回

註

河

呈
と
の
へ
だ
た
り
が
せ
ば
ま
り
、
郷
村
老
人
郷
村
者
老
郷
正
郷
頭
な
ど
が
里
正
や
村
正
（
村
長
・
村
頭
）
と
と
も
に
徴
税
・
逃
戸
や

稽
役
の
割
当
に
も
交
渉
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
一
一
者
の
性
格
の
違
い
は
ぼ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
本
来
百
戸
の
里
の
里
正
で
あ
っ
た

も
の
が
漸
次
荷
吏
化
し
て
い
っ
た
。
五
代
に
入
る
と
、
そ
う
し
た
戸
数
に
よ
ら
ず
地
方
区
間
と
化
し
た
郷
の
里
正
・
孔
目
・
番
手
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
わ
れ
が
宋
代
に
ひ
き
つ
が
れ
、
里
の
里
正
は
消
滅
し
、
徴
税
に
あ
た
る
郷
の
里
疋
と
し
て
定
着
す
る
。

一
方
者
老
は
稀
れ



河

内

註

刊

に
は
者
長
と
い
わ
れ
た
と
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
五
代
に
は
百
戸
を
一
団
と
し
、
そ
の
三
大
戸
が
岩
田
老
も
し
く
は
者
長
と
よ
ば
れ
、
乙
れ

が
宋
に
う
け
つ
が
れ
て
欝
察
事
項
を
司
る
郷
・
管
の
者
長
と
な
っ
た
。
（
昭
四
一
・
四
・
二

O
〉。

詮

1 

通
山
間
の
本
文
は
「
竹
川
村
局
如
前
十
山
本
者
」
と
あ
る
が
、
仁
升
問
「
印
刷
令

折
遺
」
は
「
如
不
満
十
目
町
小
者
」
と
一
小
の
一
字
を
「
以
意
祈
之
」
と
し
て

い
る
（
二
一
五
f

此
）
。

唐
律
疏
議
巻
三
O
断
獄
「
雌
是
舵
臨
主
司
、
於
法
不
ム
口
行
罰
」
の
疏
議

の
あ
と
の
「
符
日
里
正
坊
正
村
正
等
唯
掌
追
略
催
督
」
と
あ
る

（
万
有
文
庫
本
〉
。

仁
井
関
陸
「
府
の
律
令
お
よ
び
桁
の
新
資
料
」
！
ス
タ
イ
ン
敦
燈
文

献
｜
策
洋
文
化
研
究
所
利
袋
第
十
一
一
川

阿
詩
集
成
局
木
「
通
典
」
に
よ
る
。
な
お
本
条
の
第
五
段
は
府
六
山
内

（
近
衛
本
）
巻
五
兵
部
駕
部
郎
中
員
外
郎
の
条
に
み
え
る
。

十
一
世
紀
後
半
資
治
通
鑑
の
編
纂
の
頃
ま
で
今
日
み
ら
れ
な
い
居
の

記
録
凶
書
が
残
存
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

閉
店
番
の
列
伝
の
記
事
は
太
平
御
覧
に
引
用
さ
れ
て
い
る
し
、
剛
山
府

元
他
と
新
臨
む
と
で
は
簡
略
に
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
旧
府
内
に

の
せ
る
詔
令
は
、
文
苑
英
草
加
山
川
一
万
他
に
も
み
え
る
が
、
ま
た
府
大

詔
令
集
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

新
出
番
で
は
「
百
歳
以
上
上
部
太
守
L

と
な
っ
て
い
る
。

な
お
全
唐
文
巻
三
九
元
以
加
応
道
首
相
号
大
赦
文
に
も
天
宝
七
載
の
詔

は
み
え
る
。

2 3 4 5 6 7 8 

再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

ー
望
郷
と
脅
老

i
（
中
村
）

11 10 9 

鈴
木
俊
「
唐
代
丁
中
制
の
研
究
」
史
学
雑
誌
四
六
の
九

西
村
一
児
佑
「
敦
悠
差
科
簿
の
研
究
」
西
域
文
化
研
究
第
三
、
四
二
六
頁

唐
会
委
巻
八
五
団
貌
に
は
「
天
宝
八
議
問
六
月
五
日
制
以
天
下
百
姓

丈
夫
七
十
五
巳
上
究
各
給
中
見
一
人
充
侍
初
任
自
簡
択
歪
八
十

巳
上
依
常
式
処
分
」
と
あ
る
。

と
こ
で
用
い
る
怖
府
一
元
亀
は
、
一
九
六
O
年
香
港
版
陳
煩
序
影
印

明
刻
初
印
本
冊
府
元
亀
で
あ
る
。
旧
新
居
書
は
竹
筒
斎
本
。

松
本
善
海
「
都
保
組
織
を
中
心
と
し
た
る
唐
代
の
村
政
」
史
学
雑
誌
五

三
の
一
二
（
昭
十
七
・
三
）
。
近
年
発
掘
さ
れ
た
陥
の
法
誌
銘
を
み
る

と
、
一
九
六
三
年
河
北
の
餓
陽
県
玉
稲
村
で
発
掘
し
た
筒
定
州
刺
史
李

敬
族
議
誌
銘
に
は
「
（
開
皇
〉
六
季
（
五
八
六
）
正
月
品
川
日
改
葬
於
鋭

《
J
V

陽
県
城
之
東
五
忠
敬
信
郷
」
一
九
五
七
年
限
凶
の
西
安
一
大
祥
門
外
か
ら

発
掘
し
た
南
大
業
四
年
（
六
O
八
）
季
静
訓
芸
誌
銘
K
は
「
（
大
業
四

0
 

年
）
、
十
一
月
葬
千
長
安
県
休
祥
虫
万
善
道
場
之
内
」
、
ま
た
一
九

五
三
年
侠
西
の
長
安
県
揚
水
以
東
の
玉
村
で
出
土
し
た
陥
栄
碑
に
は

「
（
大
鹿
武
徳
0
・
）
三
ハ
年
）
・
・
十
一
月
戊
巾
朔
（
十
）
日
葬

Q

O

 

於
：
：
県
同
人
郷
銅
・
：

mご
と
あ
る
。

旧
唐
書
巻
六
五
高
倹
伝
に
「
罰
人
朱
桃
惟
者
間
泊
為
事
隠
府
不
仕

披
妥
帯
索
況
浮
人
悶
費
削
判
之
銀
益
州
也
聞
而
花
見
遺
以
衣

c
o
 

叩
似
通
為
郷
正
桃
椎
口
覚
無
骨
一
口
口
調
宋
衣
於
地
逃
入
山
中
結
議
制

的
」
と
あ
る
。

ζ

の
記
事
は
太
平
広
記
巻
二

O
二
朱
桃
椎
（
出
大
唐

12 13 14 

五
七



再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

－
望
郷
と
者
老
l

〈
中
村
）

15 

新
話
）
、
冊
府
元
告
白
巻
六
八
七
牧
山
ゾ
巡
礼
士
の
高
士
廉
の
条
ま
た
新

唐
書
巻
一
九
六
隠
逸
の
山
本
桃
椎
伝
に
も
み
え
る
。
な
お
資
机
が
益
州
に

い
た
の
は
、
旧
暦
書
巻
六
一
向
靴
伝
に
よ
る
と
、
武
徳
三
年
ハ
J

ハ一一

O
）
益
州
の
行
台
尚
書
省
の
長
官
と
な
っ
て
よ
り
点
観
元
年
（
J

ハ二

七
）
中
央
に
廿
旦
渇
さ
れ
る
迄
の
聞
で
あ
る
。

旧
麿
書
巻
四
十
五
邸
内
服
士
山
に
は
「
武
徳
令
；
・
・
：
諸
州
県
佐
史
郷
正

里
正
岳
演
祝
史
斎
郎
並
介
般
終
裕
次
平
巾
騎
緋
摺
大
口

袴
」
と
あ
り
、
唐
令
拾
遺
に
は
衣
服
令
第
十
七
の
五
八
叩
〔
武
〕
と
す

（
四
五
九
頁
）
。
な
お
山
・
十
付
金
石
巻
二
一
（
山
西
通
志
巻
九
一
）
に
郷
正

馬
憧
世
話
誌
を
の
せ
る
。
こ
れ
に
は
「
君
緯
悔
字
海
通
扶
風
人
山
・
：
君

。0
0

0

前
任
郷
正
春
秋
七
十
有
七
上
元
二
年
八
月
二
十
九
日
終
於
私
第
上

元
三
年
十
一
月
八
日
弾
君
於
防
白
故
以
東
南
一
百
五
十
歩
」
と
あ
る
。

上
元
二
年
（
六
七
五
〉
は
太
砲
の
武
徳
七
年
令
（
六
二
四
〉
の
制
定

頒
布
よ
り
の
ら
太
宗
を
へ
て
五
十
余
年
た
っ
た
高
宗
の
世
で
あ
る
。

な
お
武
徳
七
年
郷
に
は
州
県
と
な
ら
ん
で
学
を
お
く
よ
う
に
命
ぜ
ら

れ
た
。
即
ち
通
典
巻
五
一
一
一
礼
十
三
古
十
二
大
学
に
「
武
徳
七
年
詔
諸

州
県
及
郷
並
令
間
学
」
と
あ
り
、
川
唐
帯
で
は
巻
三
間
礼
儀
志
に

「
武
徳
七
年
二
月
己
凶
州
同
開
放
郷
並
令
緩
学
」
と
み
え
、
唐
大
詔

令
集
巻
一

O
五
政
事
崇
儒
医
学
符
備
釈
奨
礼
詔
（
武
徳
七
年
二

月
）
に
も
同
じ
記
事
が
み
え
、
資
治
通
鑑
巻
一
九
O

同
年
同
年
日
の

条
に
は
「
州
県
及
郷
皆
期
間
学
」
と
あ
る
。

ζ

の
よ
う
な
郷
の
取
扱
い

方
も
郷
に
郷
正
が
い
た
乙
と
巻
椛
測
す
る
一
助
と
な
ろ
う
。

松
本
氏
は
上
掲
論
文
中
で
大
鹿
創
業
起
居
注
一
の
大
業
十
三
年
一
一
一
月
の

条
に
み
え
る
「
有
郷
長
劉
龍
者
門
院
之
箆
人
也
：
：
」
を
ひ
い
て

16 

五
八

17 

陪
代
郷
正
が
俗
に
郷
長
と
も
称
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い

る。養
老
の
制
に
お
い
て
年
令
の
明
記
し
て
あ
る
場
合
を
み
る
と
、
次
去
の

如
く
概
し
て
八
十
才
以
上
が
多
い
。

ムハ
O
才

七

O
才
七
五
才
八

O
才

九

O
才
百
才

以

上

以

上

以

上

以

上

以

J

以
上

・
4
t

・

司
副
吋

H一伺

年
令
の

古
品
古
品

父

老

高

年

老

人

侍

老

~ 
/, 

一

十
白一I・
I六九ご

三j十
二l；三二八

r~ 

四十十
十五一二六

18 

文
献
に
み
え
る
の
は
天
下
侍
老
、
天
下
者
寿
と
い
っ
た
ほ
か
岐
州
父

老
弁
州
老
人
京
兆
侍
考
興
元
府
者
老
と
い
う
よ
う
に
府
・
州
を

対
象
と
し
、
県
を
対
象
と
す
る
の
は
稀
で
あ
る
。

柳
河
東
集
巻
三
七
表
慶
賀
・
中
筆
記
局
一
九
六
O
年
版
宋
刻
世
綜
円
以

本
下
五
八
三
買
な
お
長
安
県
者
一
一
町
、
京
畿
父
老
の
訴
も
乞
奏
復
尊

号
状
に
み
え
る
。

本
文
の
続
き
に
は
「
請
為
九
等
税
銭
以
市
鶴
灼
差
州
県
富
戸
各
為

騎
主
税
銭
者
以
充
脚
価
」
と
あ
る
（
四
部
叢
刊
本
）
。

加
府
一
見
亀
巻
悶
九
三
邦
計
部
山
沢
の
刷
年
月
の
条
に
み
え
る
。

冊
府
元
飽
巻
三
九
七
将
帥
部
懐
撫
の
李
靖
の
条
に
は
、
経
州
に
お
い

て
「
靖
務
自
存
撫
背
者
間
其
疾
苦
遠
近
悦
服
」
と
あ
る
が
、
新
出
田
舎

19 20 22 21 



23 

巻
九
一
二
本
T

矯
伝
に
は
「
即
半
兵
南
巡
所
過
問
疾
苦
見
長
老
立
布

天
子
慰
意
遠
近
憾
服
」
と
あ
り
、
船
山
川
元
色
の
者
老
が
新
医
書
で
は

長
老
と
な
っ
て
い
る
。

文
苑
英
輩
巻
八

O
五
、
機
（
川
文
集
巻
一

O
同
州
澄
城
県
功
倉
一
戸
尉
（
戸

工
倉
尉
〉
庁
壁
記
ハ
阿
部
叢
刊
本
）
に
は
「
閃
徴
其
来
由
者
老
戚

日
：
：
」
と
あ
る
。

24 

新
唐
書
巻
一
九
七
章
景
駿
伝
に
「
遊
山
山
肥
郷
郷
民
意
ロ
争
率
酒
食
迎
一
机

有
小
児
亦
在
中
・
：
目
指
百
老
為
我
J

口
学
麗
館
舎
橋
部
皆
公
所
治
」

太
平
広
記
巻
四
三
二
虎
七
氾
端
に
「
者
同
老
又
以
為
一
吉
田
」
と
あ
る
。

新
麿
書
書
巻
一
一
五
秋
仁
傑
伝
に
は
「
寧
川
父
老
迎
労
日
」
と
あ
り
、

旧
唐
書
の
嘗
老
が
新
唐
宥
で
は
父
老
と
な
っ
て
い
る
。

新
唐
書
巻
一
八
三
佳
彦
昭
伝
に
は
コ
コ
年
境
内
大
治
者
老
叩
閥
願

留
」
と
あ
る
。

冊
府
元
む
巻
六
八
三
牧
守
部
遺
愛
の
裳
滋
の
条
に
は
「
者
護
側
臥
寡
逃

道
不
得
去
」
と
あ
り
、
川
山
川
元
的

ω長
官
通
置
は
新
唐
世
間
で
は
者
老
と
伝
っ

て
い
る
。

新
間
口
書
巻
一
同
ム
ハ
李
栖
地
伝
に
は
ト
ホ
糸
は
な
い
。
ほ
か
に
附
府
元
伯
巻

六
七
九
牧
守
部
廉
倹
の
中
小
川
畑
の
条
に
は
「
翁
立
碑
」
と
あ
る
。

太
平
広
記
巻
一
一
五
線
応
十
例
山
市
川
経
線
に
「
費
者
相
伝
一
ぷ
」
ま
た
巻
二

三
二
部
一
九
四
抑
制
漁
者
に
「
建
省
如
何
伝
」
と
あ
る
の
は
物
識
り
伝
承

者
を
さ
す
。
な
お
長
老
老
人
の
ぷ
味
に
附
い
て
い
る
も
の
と
し
て
、

新
暦
書
巻
一
九
州
司
空
凶
伝
に
「
何
歳
時
制
作
何
鼓
舞
凶
与
関
川
軒
目
若

相
楽
」
が
あ
る
。

冊
府
元
柏
崎
巻
一
七
六
帝
王
部

26 25 27 28 29 30 31 

始

犬
情
十
一
年
正
月
詔
な
ら
び

再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

ー
望
郷
と
者
老
！

ハ
中
村
〉

32 

に
全
庖
文
巻
四
七
代
宗
許
回
承
嗣
自
新
制
旧
に
は
「
ウ
ロ
一
史
、
将
士
、
僧

道
、
香
寿
、
百
姓
等
」
と
な
っ
て
い
る
。

旧
暦
書
巻
六
粛
宗
紀
天
宝
十
五
識
六
月
乙
未
の
条
に
は
「
成
陽
望
賢

駅
上
憩
於
宮
門
之
樹
下
亭
午
禾
進
食
俄
有
父
老
献
紗
」
と
あ

司
令
。

33 

旧
唐
書
巻
三
太
山
一
部
紀
点
観
十
五
年
五
月
壬
巾
の
条
に
は
「
井
州
僧
遊

及
老
人
等
抗
表
以
太
原
王
業
所
国
明
年
登
封
日
後
願
時
臨
幸
」

と
あ
る
の
が
、
資
治
通
鐙
巻
一
九
六
盾
紀
十
二
で
は
「
弁
州
父
老
L

と

な
っ
て
い
る
。

冊
府
一
万
亀
巻
六
九
七
牧
守
部
邪
俣
の
越
元
梢
の
条
に
「
太
宗
時
為
蒲

州
刺
史
貞
観
十
二
年
駕
卒
其
境
一
苅
槽
課
父
老
抜
紗
単
衣
迎
渇

路
左
時
間
飾
廓
字
修
党
楼
欲
以
求
蝿
」
と
あ
る
。

旧
唐
詩
巻
二
二
礼
儀
志
二
永
昌
元
年
間
月
の
条

旧
盾
書
巻
二
四
礼
儀
志
「
則
天
重
狭
五
年
；
：
十
二
月
則
夫
親
併
協
受

図
為
附
於
wm水
之
北
・
：
・
礼
摂
即
日
選
白
神
都
父
老
劫
稗
於
持
浴

m．

前
号
日
天
授
型
附
之
表
」

伯
麿
脅
巻
七
十
県
7

文
木
伝
に
み
え
る
が
、
新
山
川
書
巻
一

O
二
陀
は
み
え

t

、。
r；
し
冊
府
元
抱
巻
六
八
O
牧
守
滞
推
誠
の
間
的
安
の
条

旧
唐
書
巻
一
七
O
斐
皮
伝
に
は
「
初
皮
以
祭
卒
為
4
4
兵
或
以
為
以
側

之
子
以
心
未
安
不
一
叫

dn去
其
備
。
皮
館
大
而
答
日
目
受
命
為
彰
義

憲
節
度
使
元
悪
就
摘
察
人
即
五
日
人
也
禁
之
父
老
無
不
感
波
山
光

之
民
即
時
平
定
」
と
あ
る
が
、
新
唐
書
巻
一
七
一
一
一
に
は
み
え
な
い
。

新
唐
書
巻
二

O
八
回
令
孜
伝
に
「
帝
酉
幸
歩
出
金
光
門
至
威
陽
沙
野

34 35 36 37 39 38 40 
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市
内
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

－
望
郷
と
者
考
｜

（
中
村
）

41 

同
年
十
余
防
相
呼
日
巣
為
陛
下
除
姦
臣
乗
輿
今
西
秦
中
父
老
何
望

願
滋
出
令
孜
叱
之
以
羽
林
騎
馳
斬
」
と
あ
る
が
、
旧
唐
脅
巻
一
八

四
に
は
み
え
な
い
。

冊
附
一
苅
他
巻
六
八
一
二
牧

γ部
法
袋
二
の
劉
師
立
伝
に
「
点
観
山
中
間

較
岐
州
都
督
．
1
J
母
．
愛
去
臓
岐
州
父
老
上
表
諮
留
之
」
と
あ
る
。

冊
山
刑
一
沌
亀
巻
六
八
三
牧
守
部
遺
愛
二
一
河
出
版
の
条
に
「
元
出
版
為
益
州

総
管
長
史
本
店
高
制
悼
悦
久
之
疏
州
父
老
莫
不
明
淵
悌
」
と
あ

る。

42 43 

乙
の
碑
は
廿
三
年
歳
次
乙
小
泉
と
あ
る
の
み
で
年
号
を
欠
く
が
、
編
者
は

乙
れ
を
閲
元
廿
三
年
に
比
定
し
て
い
る
。
碑
文
中
に
は
「
東
万
凶
万
北

万
一
一
－
村
父
老
一
十
二
人
等
敬
治
山
k
↑
純
一
所
」
と
あ
る
。

十
日
逸
楽
番
第
二
イ
三

唐
代
の
文
献
に
お
け
る
般
の
使
い
方
を
み
る
と
、
郷
望
の
よ
う
に
下
に

明
．
が
つ
く
も
の
の
万
が
多
く
、
た
と
え
ば
素
望
（
新
唐
脅
巻
八
二
約
太

子
前
巻
一
二
九
李
朝
隠
伝
）
家
望
（
新
唐
書
巻
九
一
委
審
伝
〉
時
望

〈
新
唐
書
巻
一
七
七
李
成
仲
伝
）
徳
叫
ム
（
新
唐
書
巻
一
七
七
李
且
思
議
〉

雅
望
（
新
唐
書
巻
一
八
一
）
衆
望
（
新
店
世
一
日
巻
一
九
二
本
同
校
伝
旧

唐
書
巻
一
一

O
O下
朱
枇
伝
）
川
県
ハ
新
唐
書
巻
一
九
一
）
怨
望
ハ
新
府

書
巻
二
二
五
中
朱
枇
伝
〉
負
担
（
新
府
来
日
巻
一
八
二
自
信
誤
伝
）
首
望

（
新
唐
書
巻
二
二
四
下
隙
前
日
路
伝
）
才
泡
（
冊
府
元
亀
巻
六
七
一
牧
守

部
選
任
）
資
望
（
川
府
一
兆
亀
巻
三
二
二
平
輸
部
謀
猷
三
）
臼
望
（
旧

唐
古
巻
一
間
O
阪
建
封
新
聞
間
中
H

食
貨
志
〉
な
ど
が
あ
る
の
に
反
し
、

摂
郷
の
よ
う
に
望
の
下
に
誌
が
つ
く
の
は
僅
か
に
望
族
〔
新
暦
書
巻
九

五
両
倹
伝
）
と
い
っ
た
例
を
見
出
し
た
の
に
す
ぎ
な
い
。

45 44 

六
O

47 46 

拙
稿
唐
代
の
郷
鈴
木
教
授
還
財
閥
記
念
「
東
洋
史
論
議
」
四
二
七
頁

冊
府
元
飽
巻
七

O
帝
王
部
務
山
展
開
元
二
九
年
制
認
天
下
諸
州

委
刺
史
県
令
如
意
勧
謀
例
令
採
訪
使
勾
当
非
灼
然
要
切
事
不

得
妄
有
追
援
。
其
今
月
諸
色
当
審
（
番
の
誤
0
・
）
人
有
単
貧
老
弱
者

所
司
即
抑
侭
量
放
営
農
。
松
永
雅
生
「
唐
代
差
役
考
」
東
洋
史
学
十
五

輯
昭
二
二
・
九
。

開
元
二
五
年
令
に
よ
る
と
、
里
正
は
そ
の
謀
役
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
た
。

通
典
の
同
条
に
は
「
若
在
諸
県
立
労
版
授
如
在
州
之
儀
使
者
若
於

陥
便
立
制
受
賜
物
者
県
令
先
集
郷
則
一
立
於
館
川
外
之
市
重
行
北

而
西
上
使
者
至
立
於
門
凶
東
而
郷
望
供
一
内
拝
使
者
入
品
川
庁
耶

前
南
而
立
郷
望
随
入
山
川
一
労
受
及
拝
送
山
明
日
如
上
儀
」
と
あ
る
。

通
典
の
京
兆
府
河
南
牧
初
上
に
は
「
本
司
設
牧
佼
於
庁
事
概
間
近
北
南

向
、
設
州
官
長
史
司
馬
佼
於
堂
下
東
方
西
向
、
設
録
一
割
参
甲
車
以
下
位
於

。

司
潟
之
南
雲
行
西
向
皆
以
北
為
上
設
県
官
位
庭
中
近
凶
諸
郷

晶
於
県
富
之
一
束
毎
等
県
立
似
重
行
北
両
相
対
為
首
…
州
制
教
縦
割
配

長
史
以
下
集
州
南
門
之
外
州
日
夜
束
県
阿
在
四
郷
長
史
在

州
宮
東
南
各
有
次
倶
公
服
郷
長
常
服
L

と
あ
る
。
乙
の
よ
う
に
郷

長
は
新
任
の
州
刺
史
や
県
令
を
出
迎
え
る
儀
式
に
参
列
し
た
が
、
そ
の

際
郷
長
た
ら
は
府
州
県
で
文
教
に
関
係
す
る
州
助
教
県
同
士
助
教

（
外
職
掌
）
や
勲
官
だ
け
を
も
っ
て
臓
掌
に
つ
い
て
い
な
い
人
達
と
一

緒
に
な
っ
て
一
班
を
つ
く
っ
て
い
た
。
乙
の
一
聞
は
、
儀
式
の
配
列
に

お
い
て
県
の
丞
や
主
簿
の
次
の
地
位
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
中
に
堂
に
の

ぼ
る
資
格
を
も
っ
者
を
ふ
く
ん
で
い
た
点
庭
に
た
ち
な
ら
ん
だ
ま
ま

堂
上
す
る
と
と
の
な
い
州
県
佐
史
以
下
や
州
県
学
生
と
は
奥
り
、
上
位

49 48 50 



の
集
団
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
郷
長
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
に
解
釈
す

る
と
郷
の
長
を
さ
す
が
、
開
元
礼
に
み
え
る
郷
望
郷
之
老
人
が
必
ら

ず
し
も
郷
里
制
の
郷
を
対
象
す
る
も
の
と
は
い
え
な
か
っ
た
と
ζ

ろ
か

ら
、
と
の
郷
長
も
郷
虫
制
の
郷
の
長
と
即
断
す
る
こ
と
は
悦
し
ま
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
乙
の
開
元
礼
陀
み
え
る
郷
長
た
ち
は
本
文
で

後
述
す
る
郷
望
（
望
郷
）
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の

で
あ
ろ
う
。

51 

同
条
に
は
「
毎
年
季
令
県
令
為
主
人
郷
之
老
人
六
十
以
上
有
徳
行

者
一
人
為
授
次
一
人
為
介
又
以
次
為
三
出
国
又
兵
次
為
衆
資
」
と

あ
る
。

52 54 53 

北
朝
に
お
け
る
民
望
の
怠
裁
に
つ
い
て
、
昭
和
三
二
・
二

学
芸
学
部
社
会
科
学
論
議
六
号

宮
崎
市
定
店
代
賦
役
制
度
新
考
東
洋
史
研
究
十
円
の
問

安
遠
別
将
に
つ
い
て
は
米
だ
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
通
典
巻
一
二
九
陥
宮

口
問
令
の
う
ち
に
疋
七
日
川
安
遠
将
軍
が
み
え
る
。

歴
史
と
地
頭
三
三
巻
。
凶
村
「
敦
燈
業
科
簿
の
研
究
し
西
域
文
化
研
究

第

三

四

O
五
｜
一
八
日
。

郷
飲
酒
の
礼
は
大
山
六
典
巻
三
十
に
み
え
る
が
、
出
会
要
巻
二
六
郷
飲

酒
礼
の
項
に
は
「
洲
一
沌
六
年
七
月
十
一
二
臼
初
出
制
郷
欽
－
泊
礼
於
天
下

令
牧
宰
毎
年
至
十
二
月
行
之
一
と
あ
り
、
資
治
通
鍛
巻
一
一
一
一
一
騎
紀
二

八
に
は
閲
一
苅
六
年
八
月
と
あ
る
。
ま
た
新
唐
詩
巻
一
四
六
本
ナ
栖
位
向
伝

（
間
府
元
亀
治
六
七
三
牧
守
部
磁
溜
一
一
）
同
審
火
二
九
O
鈍
伝
伝
に

郷
飲
酒
礼
を
行
っ
た
乙
と
が
み
え
る
。

郷
校
の
設
置
は
通
典
巻
五
三
礼
十
三
吉
十
二
大
学
の
条
に
よ
る
と
、
武

長
崎
大
学

55 56 57 

再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

l
望
郷
と
者
老

l
（
中
村
）

58 

徳
七
年
と
開
一
苅
二
六
年
に
そ
の
設
践
を
う
な
が
し
た
こ
と
が
み
え
る
。

即
ち
閥
一
万
二
六
年
ぽ
凡
赦
文
に
「
共
天
下
州
県
得
一
郷
之
内
里
別

各
置
一
学
例
沢
側
資
令
以
教
授
」
と
あ
り
、
旧
唐
書
木
紀
巻
九
に

は
「
一
大
下
州
県
付
郷
一
学
例
択
師
資
令
其
教
授
」
と
あ
る
。
な
お

冊
府
元
む
巻
六
一
一
一
九
以
挙
部
学
校
、
膨
大
詔
令
集
巻
七
二
一
典
礼
抑
制

配
京
郊
徳
白
、
出
会
嬰
巻
三
五
学
校
、
資
治
通
鐙
巻
一
二
川
店
紀
三
十

の
同
年
月
の
条
に
も
み
え
る
。

た
と
え
ば
、
敦
熔
山
七
の
先
天
二
年
籍
（
七
二
る
に
は
「
沙
州
教

柏
川
県
一
半
以
郷
先
一
人
二
年
絡
」
と
明
記
し
（
唐
山
木
法
律
文
書
の
研
究

六
八
一
二

l
r丸
氏
）
、
つ
と
に
仁
井
旧
陸
氏
が
詔
介
し
た
川
得
務
出
土
の

樹
下
人
物
・
制
下
山
十
九
人
両
閃
の
背
鮎
と
な
っ
て
い
た
開
元
同
年
籍
に
は

（
西
州
）
柳
中
県
高
寧
郷
闘
一
苅
陣
昨
年
繕
と
あ
る
。
池
間
組
「
西
域

文
化
研
究
約
二
」
中
日
付
の
末
記
史
学
雑
誌
六
八
の
三
。

劉
復
撰
「
日
以
灼
倒
的
制
」
に
は
浪
六
八
二
八
O
三
抄
附
し
た
も
の
を
の

せ
て
い
る
。
こ
と
で
は
阿
村
元
始
氏
の
引
加
に
よ
る
（
商
域
文
化
研
究

第
三
、
四
O
七
以
）

敦
燈
業
利
得
の
研
究
「
尚
成
文
化
研
究
第
一
二
」
ご
一
七
五

l
川
六
五
頁

通
胤
八
巻
六
食
釘
賦
机
下
「
天
宗
五
年
制
天
下
百
姓
単
筑
不
能
存

済
者
利
庸
旬
郷
通
放
一
二
」
1

一j
」

om府
一
冗
亀
巻
問
九
O
邦
計
部
鰯
復

二
乾
元
三
年
一
一
月
一
耐
「
其
天
下
百
姓
灼
然
単
貧
交
不
存
者
縁
租

庸
先
立
限
長
行
似
郷
H
U
降
十
丁
猶
恐
編
一
戸
之
中
懸
雌
唱
者
衆
限

数
既
少
或
未
優
作
父
実
不
支
済
者
宜
令
符
郷
盤
国
又
作
故
」
。

臼
氏
文
集
巻
五
九
に
は
「
若
歳
皐
百
般
論
水
須
令
経
州
隙
状
刺
史

。

。

自
便
押
帖
所
出
川
即
日
与
水
着
待
状
入
司
符
下
県
県
帖
郷
郷

59 61 60 62 

ーノ、



再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

ー
望
郷
と
者
老
｜

ハ
中
村
）

64 63 

差
所
由
動
経
旬
日
縦
得
水
而
皐
田
苗
無
所
及
」
と
あ
る
。

西
域
発
見
唐
代
官
文
書
の
研
究
凶
域
文
化
研
究
第
三
三
二
頁

宮
川
尚
志
「
唐
五
代
の
村
落
生
活
」
は
よ
く
太
－
平
広
記
を
利
則
し
て
い

る
。
同
氏
は
「
郷
に
つ
い
て
は
唐
初
貞
観
九
年
か
ら
十
五
年
ま
で
郷
正

（
長
）
一
人
佐
二
人
が
置
か
れ
た
が
、
後
に
は
香
老
ハ
父
老
〉
と
な
っ

た
」
と
し
て
い
る
。
岡
山
大
学
法
文
学
部
学
術
紀
要
第
五
母
別
刷
（

昭
二
二
二
ニ
）

65 

冊
拍
暗
号
赦
書
、

間
制
の
同
年
月

66 

文
苑
英
葉
巻
四
二
二
赦
者
三
大
中
二
年
正
月
三
日

属
会
要
巻
八
五
逃
一
戸
、
山
府
元
他
巻
四
九
五
邦
計
部

の
条
。

前
条
に
殆
ど
変
ら
な
い
文
が
、
冊
府
一
苅
飽
巻
七
十
帝
王
部
泌
農
の
宣

和
（
宗
の
誤
）
大
中
元
年
二
月
制
と
し
て
み
え
、
そ
の
中
で
は
前
条
の

郷
村
老
人
が
郷
村
喬
老
と
な
っ
て
い
る
。

社
牧
（
九
位
紀
前
半
）
焚
川
文
集
巻
十
四
（
全
店
文
巻
七
五
六
）
祭
城

箆
神
析
雨
文
の
中
に
「
郷
正
村
長
強
為
之
名
家
者
戸
之
得
縦
強
取
三

万
一
戸
中
多
五
百
人
刺
史
知
之
亦
悉
除
去
．
爾
」
と
あ
っ
て
郷
正
村
長

が
み
え
る
。

67 68 

敦
熔
援
演
一
一
一
O
ペ
リ
オ
三
四
一
八
五
百
白
話
詩
（
年
代
不
詳
〉
の

な
か
に
佐
史
担
正
村
頭
戸
主
と
と
も
に
郷
顕
が
み
え
、
ま
た

「
管
す
る
戸
は
五
百
無
し
」
の
句
も
み
え
る
。

ζ

れ
は
唐
末
で
は
な
い

か
と
思
う
。

皇
正
が
両
税
法
施
行
後
九
世
紀
前
半
付
州
比
例
内
で
議
船
夫
の
徴
発

に
あ
た
っ
た
乙
と
が
、
拠
川
文
集
巻
十
三
与
一
川
州
従
事
香
（
全
麿
文
巻

七
五
一
一
）
に
み
え
る
。

69 

／、

70 

円
仁
の
入
時
求
法
巡
礼
行
記
に
は
、
開
成
四
年
（
八
三
九
）
漂
着
し
た

円
仁
た
ち
を
取
扱
っ
た
も
の
の
う
ち
に
型
正
村
正
板
一
山
な
ど
の
ほ

か
郷
専
老
人
が
み
え
る
。
大
日
本
仏
教
会
書
本
の
郷
専
の
子
は
郷
替
で

は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。

佐
竹
靖
彦
氏
は
「
唐
米
期
に
お
け
る
郷
付
制
度
の
変
革
過
程
」
に
お
い

て
、
「
郷
村
の
老
人
と
は
、
唐
初
以
来
の
父
老
者
寿
番
老
を
さ
す
よ
り

は
、
村
老
村
勾
当
金
さ
す
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
し
」
、
さ
ら
に

「
唐
中
期
頃
か
ら
、
一
郷
五
名
の
里
正
の
う
ち
一
名
が
郷
吏
に
、
他
の

も
の
は
宋
代
の
人
吏
、
手
力
層
陀
相
当
す
る
脅
吏
に
変
化
し
た
と
思
わ

れ
る
」
と
推
測
し
て
い
る
（
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
、
一
九
六
五
・

五
・
二
七
）
。

多
く
の
例
が
あ
る
が
、
五
代
会
要
巻
十
九
県
令
上
天
成
川
年
五
月
五

日
一
戸
部
奏
。

文
苑
英
治
十
冶
九
六
一
誌
二
十
一
一
雑
一
陳
明
経
の
条

κ
「
川
中
川
刻
一
脳
卒

為
州
問
所
山
者
老
似
で
存
期
見
之
若
大
宮
到
し
と
あ
り
、
唐
文
粋

（
巻
七
十
）
が
脅
老
を
は
省
長
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
o

m府
元
危
巻
凶
八
六
邦
計
部
一
戸
籍
周
世
宗
顕
徳
五
年
十
月
詔
諸

道
州
府
令
凶
併
郷
村
大
半
以
百
一
戸
為
団
旬
間
選
三
大
一
円
為
替
老

凡
犬
家
之
有
好
盗
者
三
大
一
戸
察
之
民
間
之
有
耗
登
者
三
大
一
戸
均
之

品
川
毎
及
一
二
誠
即
一
如
是
と
あ
る
が
、
五
代
人
気
要
巻
二
五
団
貌
の
両
年
月

の
条
で
は
こ
の
者
老
が
者
長
と
な
っ
て
い
る
。

管
に
つ
い
て
は
、
拙
縦
「
宋
代
の
地
方
区
別
｜
管
に
つ
い
て
」
史
淵
八

九
輯
昭
和
三
七
・
十
月
。
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A Sequel to Hsiang ORB) as administrative 

Unit in the T'ang Period 

Jihei NAKAMURA 

This article constitutes a sequel of my previous article 

"Hsiang as administrative Unit in the T'ang Period" in Oriental 
Studies presented to professor Toshi Suzuki, and I have tried to 

consider the clauses of hsiang-kuan O.llll'§') in the latter section of 

chou-chi.in (1ii1l10. Part 15 of chih-kuan (~'§'), T'ung-tien Gm:W!) 

vol. 33, in this article. I have come to the conclusion that the 

- 1 -



chi-lao (cj~, fu-lao :5(;;/s) in T'ung-tien, placed in the unit of five 

Ii (jl.) or 500 households corresponds with the wang-hsiang (til~li[I) 

in Hu-pu-yi.in-wai-lang (;=it[l]QY~R[l) of T'ang-kui-yao (1~0:,~) 

vol.59 (hsien-ling !!¥!:% in vol.69) which was placed every hsiang in 

29th year of Kaigen (741A.D.), and then the main duties of chi-lao 

was not to collect taxes or perform the administrative duties but to 

instruct the ieople, while the duties to collect taxes and so on was 

performed by li-cheng (filif.) placed in every Ii, in turn. 
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